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そのまま飲んでも、料理に使っても！
手作り豆乳

✿ 材料＜出来上がり約５００ml 分＞
○乾燥大豆　　 　
○水
○差し水　　　　
　　    　　　 
✿ 作り方
①　洗った大豆を水に浸し、一晩おく。
②　大豆と浸した水をミキサーにかけ、細かく刻む。
③　鍋にうつし、中火から弱火で焦げ付かないよう
　　に加熱する。途中、吹きこぼれそうになったら、
　　数回にわけて差し水をする。
④　１０分ほど煮つめたら、清潔な布巾でこす。
　　（布巾に残ったものが『おから』です♪）

食育
推進

　収穫の時期を迎え、自然の恵みを感じる季節となり
ました。普段何気なく食べている物は、豊かな自然や
多くの人の手によって育まれ、食卓に並んでいます。「い
ただきます」や「ごちそうさま」にそれらへの感謝の
気持ちも込めて、おいしくいただきましょう。

こめられた
　作った人の
　　おもいやり

Interviewer

舩山　陽
ようへい

平さん
　　　（小松）
　　　　　　

▼これまでの歩み：実家が農家ということもあり、こ
どもの頃から田んぼが好きだったという陽平さん。
　本格的な就農者ではありませんが、農作業の手伝い
を精力的に行っています。

▼農業に従事するきっかけ：陽平さんが、農作業に携
わるようになったのは今から約 5 年ほど前で、現在は
特に稲作部門について、家族や地域の先輩方に教わり
ながら、さまざまな作業に携わっていくようにしてい
ます。
　初めはやらされている意識が強く、なかなか一生懸
命とはいかなかったようですが、できることも増え、
地域の先輩方にも教えてもらっているうちに、いつの
間にか自分から進んで作業をするようになっている。
と教えてくださいました。

▼農業の面白さ、難しさ：陽平さんは、農作業をしな
がらふと周りを見渡すことが多いそうです。その理由
は、「広大な田んぼの中で、自分一人だけがぽつんと
いる。その自然の雰囲気がすごく好き」だからだそう
です。
　もともと農業自体が嫌いなわけではないので、苦も
無く作業できているそうです。

▼青年部活動：陽平さんは、一般企業にお勤めされて
いることもあり、青年部活動にはなかなか参加できて
いないそうですが、農作業で困っている時や、地域行
事で顔を合わせたときに、優しく声をかけてくれる先
輩が大勢いて、本当に心強いと思っているそうです。

　また、将来的に農業に携わる時間をもっと増やして
いきたいと思っている陽平さんにとって、今のうちか
ら農業で頼れる先輩方と交流を持てるのは、今後にと
ってすごく助かると思うと話してくださいました。

▼最後に：陽平さんは、実際に農作業をしてみて「後
継者がいないからという理由で農家が減っていくのは
悲しい。もし、実家が農家で、勤めていながら農業を
することをためらっている、自分と同じ年代の若者が
いたら、とりあえず手伝いか
らでいいから農業をしてみて
ほしい。そうすれば、農業の
楽しさがわかるはず」と話し
てくださいました。
　現在ねぎの出荷の最盛期を迎えている舩山家。父に
教えてもらいながら作業をする様子を見ながら、こう
やって技術は引き継がれていくのだと感じました。大

◆ シ リ ー ズ ６  ～ 農 業 編 ～
明日へのバトン
みらい

まずはやってみること！

『紅大豆』を使え

ば、ほんのり桜色

に仕上がります♪

１５０ｇ
５００ｍｌ
２５０ｍｌ

大豆
　「畑のお肉」と呼ばれるように良質なたんぱく質を
　たくさん含みます。
　そのほかにもさまざまな栄養素を含みます。
　ビタミンＥ（抗酸化作用）・サポニン（動脈硬化の防止）
　食物繊維（コレステロールの低下）など。

　さらに、川西町の特産『紅大豆』は・・・
　大豆イソフラボン（骨粗しょう症予防）やＧＡＢＡ（高
　血圧予防）を普通の大豆よりも豊富に含みます。
　納豆にするとオルニチン（解毒作用）が含まれます。

この時期に収穫の
食材より
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　11月22日㈰、川西町女性議会を開催します。
　町長から委嘱状を受け取った15名の女性議員。それぞれが日頃抱え
ている悩みや、町への想いとは。
　当日は一般質問形式で、女性ならではの想いを述べていただきます。
女性だけでなく、男性も一緒に女性議会を傍聴してみませんか。
（→関連記事Ｐ2～5）

主な内容

かわにしかわにし

特集：女性の視点でまちづくり P2～5

平成27年度川西町民表彰
P6～7平成26年度決算公表
P8

マイナンバーの「？」を解決します P９

女性の視点で
　　　まちづくり

特集
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…１０月分届出…
　　　　５人

　　　　  　１６人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１１月の町税等 川西町の人口

１１・12月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

12月14日㈪・28日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

12月 9日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 12月 16日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 12月2、９、１６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

１２月

16,152 人（－ 45）
男　　　7,901 人（－ 20）
女　　　8,251 人（－ 25）
世帯数　5,165 世帯 ( － 8)

※10月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字
髙橋　勘七 ８８ 玉　庭
新野　房夫 ８７ 朴　沢
舩山　貞雄 ７４ 下小松
須藤　昭典 ８６ 吉　田
小池すみゑ ７９ 玉　庭
江本　久司 ８２ 中小松
後藤とみ子 ９０ 上小松
伊藤　康雄 ７５ 上小松
長谷川トクヨ ８５ 大　塚
五十嵐恵一 ５９ 堀　金
八嶋　　清 ８２ 上小松
金田　健二 ８５ 中小松
齋藤　恭雄 ８８ 大　舟
米野　平吉 ８６ 中小松
金田　ゆき ８８ 小　松
佐藤　　洋 ４４ 莅

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　４組
新郎　　　　　　　新婦 大字

須藤　優太 ♥ 齋藤　亜美 中小松

遠藤　智広 ♥ 横尾　奈穂 尾長島

長谷部祐樹 ♥ 直海　飛鳥 朴　沢

情野顕一郎 ♥ 齋藤由布子 堀　金

●固定資産税・都市計画税（４期）
●国民健康保険税（５期）
●介護保険料（５期）
●後期高齢者医療保険料（５期）
●上下水道使用料（１０月使用分）
口座振替日　１１月３０日㊊
納付期限　　１１月３０日㊊

※「よろこび かなしみ」の掲載につ
いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

長谷川竣
しゅんや
哉 男 隆太・可奈子西大塚

吉村　謙
ゆずき
希 男 和寿・ 慶子 西大塚

宇津木　慈
いつく

男 勲 ・ 睦 上小松

米野　紗
さ な
那 女 儀昭・ 愛美 中小松

須貝　陸
りくと
翔 男 和人・かおり小　松

期　間 当番店（社） 電話番号
１１月９日～１５日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６

㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１１月１６日～２２日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１１月２３日～２９日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

１１月３０日～12月６日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

１２月７日～１３日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１２月１４日～２０日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

お詫びと訂正
　町報１０月号のおくやみ欄のお名
前が誤って記載されました。お詫び
して訂正いたします。
誤：佐藤そよ　正：佐藤よそ
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　11 月 22 日、川西町誕生 60周年記念事業のひとつ、川西町女性議会を開催します。
　15名の女性議員が３委員会に分かれて、それぞれの分野で女性が抱える悩みなどにつ
いて話し合ってきました。当日は、その内容について一般質問形式で行います。
　女性が日ごろ抱いている想いや願いとは。そして、町で現在策定している「第５次川西
町総合計画」の主要プロジェクトのひとつ「女性にやさしいまちづくり」の実現にむけて
必要なことは何か、みなさんも考えてみませんか。

女性議員数 54人

議員定数 533 人

割合 10.1%

▲県内市町村の議員定
数に占める女性議員の
割合（H27.10.16 現在 )

▲２２日は、演壇に登壇して一般質問
を述べていただきます
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日
※ 12 月～ 3 月平日の閉館時間が変わります。

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『アイヌの世界を旅する』　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　北原次郎太監修　平凡社刊

●１２月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

『うそだあ！』サトシン　作　山村浩二　絵　文渓堂　刊

　アイヌ民族を日本の「先住民族」と認め
て７年。この本には、基本的なアイヌ文化
の様子が記載され、図や写真を多用した
ムック本の形態をとって読みやすくなって
います。
　また、探検家イザベラ・バードが「アイヌ」
を訪れた際、自然の美しさ、友好的な人々
の様子を『日本奥地紀行』の中で記してい
ることも紹介されています。

　「うそだあ！」といわずにはいられな
い、ありえないお話が次々と起きます。
バナナがチョコバナナになって、蛇口か
らジュースが出てきて、ジュースを飲ん
だらお腹がふくれて…。
　うそみたいな、でもあったら楽しいお
話をぜひ読んでみてください。

●遅筆堂文庫読書会
　１２月１３日（日）午後 2時～　

●おはなし会
　１２月１２日㈯ 1１：００～
おはなし会きらきらさんの読み聞かせでお楽しみください

●古本市
　読み終えた本をご提供いただき、欲しい方に無料
で利用していただく市です。（本は随時受け付け）
１２月１２日㈯・１３日㈰図書館開館時間帯

【期 日】12 月 23 日（水・祝）　
午後４時００分開場、４時３０分開演

【会 場】フレンドリープラザ ･ ロビー
【料 金】一　　 　 般　2,500 円
　　　  PLA's 会　員　2,000 円
　　　  25 歳未満　 　1,000 円
　　　 高校生以下　　 無料

12/6 ㈰　置賜おやこクリスマスフェスタ　

絵サトシンさんと一緒に♪　　　　　
本＆おてて絵本読みまショー

開演：午前 10 時 30 分（全席自由）
料金：大人（中学生以上） ４００円
　　　こども（5 歳以上） １００円

12/23（水・祝） フレンドリークラシック２０１５ クリスマスに贈る雪の中のクロイツェルソナタ

ん（ＮＨＫ・ＴＶ「ひるはぴ」にレギュラー出演
中）と、川西町「ふるさと交流大使」でフレンド
リークリニック主宰のピアニスト、松川儒さん。
　演奏曲は、ベートーヴェン作曲ヴァイオリンソ
ナタ第 9番「クロイツェル・ソナタ」ほかです。

神谷未穂＆松川儒デュオリサイタル

●今月のおすすめ本コーナー
☆クリスマスの本☆

魔親子参加型！　こどもオペラ♪　　　
法の笛　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　開演：午後２時（全席自由）
　　　　　　料金：大人　１，５００円
　　　　　　　こども　５００円（4 歳～小学生）

　　　　　　　親子  １，８００円
　　　　　　　　 　　　　　　　　  （大人１人と子ども１人）

※「魔法の笛」チケットで「絵本＆おてて絵本よみまショー」にもはいれます。

　ワークショップ 
　　　　　　　午前 10 時～午後 4 時
　♪ちぎって、はって、紙で遊ぼう！
　♪ワイヤーとモールで
　　　クリスマスオーナメントを
　　　　　　　　　　　　つくろう !

ロビーのイベントも
　　　　　　　盛りだくさん！
　おはなしレストラン　
　　　　　　　午前 11 時～午後 4 時

　クリスマス絵本や物語を
　　　　　　　読んでみよう！

　聖なるクリスマスにお贈りするバイオリンとピアノのデュオリサイタル。
　出演は、仙台フィルハーモニー管弦楽団コンサートマスター・ヴァイオリン奏者の神谷未穂さ

ホールのイベント

『
山
形
県
図
書
館
大
賞
』
受
賞
本
、
11
月
29
日
㈰
ま
で
展
示
中

　恋人、 家族、 友人と素敵な音に包まれた夜を…
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ひ
と
づ
く
り
委
員
会

　ひ
と
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
結
婚
子
育

て
分
野
、
学
校
教
育
分
野
、
社
会
教
育
分

野
、
福
祉
分
野
で
、
常
日
頃
感
じ
て
い
る

課
題
に
対
し
て
、
活
発
に
意
見
を
出
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　委
員
長
で
あ
る
竹
田
恵
子
さ
ん
は
、「
女

性
議
会
で
の
勉
強
会
を
通
し
て
、
普
段
は

出
会
う
こ
と
の
な
い
、
自
分
と
違
っ
た
地

区
に
住
ん
で
い
る
人
や
、
自
分
と
違
っ
た

年
代
の
人
と
い
ろ
ん
な
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
発
見
で

き
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。　ひ

と
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
若
い
人
ほ

ど
住
み
や
す
い
場
所
を
求
め
て
、
町
外
へ

転
出
し
て
い
る
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
て
、

『
こ
れ
か
ら
の
川
西
町
を
盛
り
上
げ
て
い

く
若
い
人
が
暮
ら
し
や
す
い
町
に
』
と
い

う
視
点
を
大
事
に
し
な
が
ら
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　委
員
会
で
は
そ
の
視
点
の
ほ
か
、
若
者

同
士
の
交
流
や
、
若
者
が
結
婚
し
、
こ
の

町
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と

や
、
子
育
て
世
代
の
女
性
が
抱
え
る
悩
み

な
ど
、
子
育
て
世
代
の
方
や
、
子
育
て
を

経
験
し
た
方
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い

く
若
者
が
、
ま
さ
に
今
抱
え
て
い
る
悩
み

を
「
お
茶
飲
み
話
」
の
よ
う
に
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
も
、
み
ん
な
で
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
一
般
質

問
を
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。

　竹
田
さ
ん
は
、
22
日
の
女
性
議
会
本
番

に
つ
い
て
「
今
ま
で
議
会
は
遠
い
存
在
の

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
今
回
自
分
た
ち
が

議
員
と
な
る
以
上
、
議
会
の
ル
ー
ル
を
守

り
な
が
ら
、
み
ん
な
が
出
し
て
く
れ
た
意

見
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
、
意
気
込
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

お茶飲み話から

　課題がみえてきた

ひとづくり委員長　
　　　　　竹田　恵子さん（小松）

▲ひとづくり委員会名簿

氏　　名 地　　区
１ 藤本　亜希　さん 玉庭

２ 竹田　恵子　さん 小松

３ 江袋　淳子　さん 犬川

４ 佐藤美由紀　さん 東沢

５ 髙橋　亜紀　さん 小松

▲町議場。22日はこちらで女性議会を行います

▲ひとづくり委員会の様子。議場では緊張した雰囲気でした
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

医
療
を
守
る
た
め
に 

　文
化
祭
、
町
民
表
彰
式
典
が
終
了
し
、
冬
支

度
の
最
盛
期
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
県
内
の
交

通
死
亡
事
故
に
歯
止
め
が
き
か
ず
危
機
感
を

持
っ
て
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ラ

イ
ト
の
早
め
の
点
灯
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
使
い
前

方
を
注
意
す
る
、「
自
動
車
は
便
利
だ
け
ど
凶

器
に
な
る
」
を
忘
れ
ず
、
安
全
運
転
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。 

　西
川
町
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
い
し
ゃ
先

生
」
が
完
成
、
原
作
者
の
あ
べ
美
佳
さ
ん
や
永

江
二
朗
監
督
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
は
昭

和
10
年
、
無
医
村
で
貧
し
く
医
療
に
恵
ま
れ
な

い
現
西
川
町
の
大
井
沢
村
で
、
村
長
の
娘
で
新

米
医
師
の
周
子
先
生
が
「
３
年
だ
け
お
前
の
人

生
を
俺
に
く
れ
」
と
い
う
親
の
願
い
を
受
け
入

れ
、
貧
困
や
偏
見
な
ど
幾
重
も
の
困
難
を
乗
り

越
え
、
生
涯
を
地
域
医
療
に
捧
げ
た
物
語
で
す
。

設
備
も
交
通
機
関
も
な
く
、
大
雪
の
中
「
命
を

守
る
」
た
め
に
た
っ
た
一
人
で
奮
闘
す
る
姿
は
、

医
療
の
原
点
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

「
い
し
ゃ
先
生
は
神
様
だ
」
と
誰
か
ら
も
慕
わ

れ
、
52
歳
の
生
涯
を
終
え
ま
す
。
原
作
を
読
み
、

ぜ
ひ
映
画
を
見
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　今
月
か
ら
置
賜
病
院
組
合
の
管
理
者
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
院
か
ら
15
年
を
迎

え
た
公
立
病
院
と
各
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
が
機
能

す
る
医
療
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
の
地
域
医
療
の

モ
デ
ル
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
人

口
減
少
、
高
齢
化
が
進
行
し
新
た
な
課
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。
地
方
で
は
慢
性
的
な
医
師
、
看

護
師
不
足
が
続
い
て
お
り
、
病
院
組
合
で
も

大
き
な
課
題
で
す
。「
置
病
は
す
ぐ
退
院
さ
せ

る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
基
幹
と
な
る
公
立
病

院
の
高
度
医
療
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め

に
、
退
院
後
の
受
け
皿
と
し
て
、
介
護
施
設
や

開
業
医
の
先
生
と
連
携
し
た
総
合
的
な
支
援
体

制
が
必
要
で
す
。
ま
た
基
幹
病
院
、
長
井
、
南

陽
、
川
西
の
各
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
改
修
等
も

今
後
の
課
題
で
す
。「
置
賜
に
は
県
立
病
院
が

な
い
」
と
い
う
住
民
の
強
い
要
望
が
実
り
、
県

と
２
市
２
町
が
議
論
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
こ
の
病
院
組
合
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　看
護
師
は
日
勤
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

準
夜
（
16
時
30
分
～
１
時
15
分
）
夜
勤
（
０
時

30
分
～
９
時
15
分
）
の
三
交
代
勤
務
で
、
真
冬

の
夜
中
の
通
勤
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
医
師

は
勤
務
終
了
後
も
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
で
待
機
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
条
件
で
医
療

を
守
る
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
支
援

が
必
要
で
す
。「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
り

た
い
」
と
い
う
願
い
を
実
現
す
る
た
め
、
先
生

方
が
こ
の
置
賜
の
地
で
思
う
存
分
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町報かわにし　4平成２７年１１月１５日

ち
い
き
づ
く
り
委
員
会

　９
月
20
日
の
委
嘱
状
交
付
式
の
感
想
を

伺
う
と
、「
議
場
に
初
め
て
入
っ
た
と
き

は
本
当
に
緊
張
し
ま
し
た
」
と
、
ち
い
き

づ
く
り
委
員
長
の
窪
村
さ
ん
は
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　窪
村
さ
ん
は
普
段
、
町
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、
小
松
、
大
塚
、
東
沢
地

で
活
動
し
て
お
り
、
各
地
区
の
H
P
作

成
や
、
高
齢
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
な

ど
で
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　そ
ん
な
窪
村
さ
ん
が
委
員
長
を
務
め
る

ち
い
き
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
地
域
を
支

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
・
快
適
で

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
・
安
全
安
心
な
く

ら
し
づ
く
り
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
話
し

合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さまざまな年代の

　　　女性に聞いてほしい

ちいきづくり委員長　
　　　　　　　窪村　郁子さん（小松）

女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立

　国
で
は
、
女
性
が
活
躍
す
る
社
会
づ
く

り
を
目
的
に
、
８
月
28
日
に
「
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）」
が
成
立
し
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
法
律
に
よ
り
、
国
や
地
方
公
共
団

体
、
民
間
事
業
主
（
労
働
者
３
０
１
人
以

上
）
は
、
左
記
の
事
項
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

▼
ス
テ
ッ
プ
１
：
現
状
把
握
、
分
析

　女
性
の
活
躍
に
関
す
る
状
況
の
把
握
、 

　改
善
す
べ
き
事
情
に
つ
い
て
の
分
析

▼
ス
テ
ッ
プ
２
：
行
動
計
画
の
策
定
、

　

公
表　ス

テ
ッ
プ
１
を
ふ
ま
え
、
女
性
の
活
躍

　推
進
に
向
け
た
行
動
計
画
の
策
定
、
届

　出
、
周
知
、
公
表

▼
ス
テ
ッ
プ
３
：
活
躍
情
報
の
公
表

　自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
の

　公
表

　こ
れ
に
よ
り
、
働
く
女
性
が
活
躍
す
る

環
境
整
備
が
一
層
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　委
員
会
で
の
話
し
合
い
は
、
ま
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
が
率
直
に
感
じ
て
い
る
町

の
課
題
を
出
し
合
い
、
そ
の
課
題
に
対
し

て
、
掘
り
下
げ
て
考
え
な
が
ら
議
論
を
深

め
て
い
ま
す
。

　窪
村
さ
ん
に
と
っ
て
川
西
町
は
「
近
所

づ
き
あ
い
な
ど
、
本
当
に
人
と
の
繋
が
り

が
強
い
町
」
で
、
そ
の
い
い
と
こ
ろ
を
町

外
、
県
外
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
必
要

性
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
一
般
質
問
を
ま
と
め
て
き
ま

し
た
。

　最
後
に
、当
日
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
委

員
長
を
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
し
っ
か
り

と
こ
な
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
私

た
ち
が
考
え
た
意
見
を
、
し
っ
か
り
と
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で

す
」
と
、
窪
村
さ
ん
は
意
気
込
み
を
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲ちいきづくり委員会名簿

氏　　名 地　　区
１ 大河原千代美さん 小松

２ 窪村　郁子　さん 小松

３ 黒澤　昭子　さん 大塚

４ 鈴木　明美　さん 吉島

５ 竹田　愛海　さん 小松

▲ちいきづくり委員会の様子。活発な話し合いでした
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▼
年
齢
：
64
歳
以
下
（
定
年
65
歳
）

※
資
格
条
件
な
ど
詳
細
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
46

－

3
0
4
0

置
賜
地
域
議
員
協
議
会

　地
域
の
課
題
や
施
策
等
に
つ
い

て
地
元
議
員
が
審
議
を
行
い
ま

す
。
県
議
会
の
活
動
を
身
近
で
傍

聴
で
き
る
良
い
機
会
で
す
。
当
日

会
場
で
傍
聴
の
受
付
を
し
ま
す
。

▼
日
時
：
11
月
20
日
㈮ 
午
後
１

時
～
（
受
付
12
時
30
分
～
）

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎 

講
堂（
長
井
市
高
野
町
２

－３

－１
）

問
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
室

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
２
５

青
色
申
告
決
算
説
明
会

▼
日
時
・
会
場
：
①
【
営
業
・
不
動

産
関
係
】
12
月
２
日
㈬
午
後
２
時

～
４
時
・
川
西
町
商
工
会
館

　②
【
農
業
関
係
】
12
月
３
日
㈭

午
前
10
時
～
12
時
・
伝
国
の
杜

置
賜
文
化
ホ
ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
説
明
内
容
：
所
得
税
法
等
の
改

正
点
、
青
色
申
告
の
決
算
の
仕

方
、
消
費
税
の
計
算
の
仕
方
及

び
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て

▼
持
ち
物
：
筆
記
用
具
（
決
算
の

手
引
は
当
日
会
場
で
配
付
）

問
米
沢
税
務
署
個
人
課

　税
第
一

部
門
☎
０
２
３
８

－

22

－６
３
２
０

※
音
声
案
内
で
2
番
を
選
択
。

企
業
組
合
セ
ミ
ナ
ー

　企
業
組
合
と
は
個
人
の
創
業
を

応
援
す
る
制
度
で
す
。

　創
業
・
起
業
に
興
味
の
あ
る
方
、

法
人
化
を
考
え
て
い
る
任
意
グ
ル

ー
プ
の
方
等
、
ど
な
た
様
で
も
参

加
費
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
：
11
月
18
日
㈬
午
後
1
時

　30
分
～
3
時
30
分

▼
場
所
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形

　３
階
「
出
羽
」

▼
定
員
：
50
名

問
山
形
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

０
３
６
０

平
成
27
年
度
三
友
堂
病
院

医
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
日
時
：
11
月
28
日
㈯
午
前
９
時

　～
正
午

▼
会
場
：
三
友
堂
病
院

▼
特
別
講
演

　講
師

　三
友
堂
病
院

　脳
神
経

　外
科
医

　工
藤

　陽
平
先
生

▼
参
加
費
：
無
料

▼
特
設
コ
ー
ナ
ー:

薬
剤
師
の
お
く

　す
り
相
談
、
管
理
栄
養
士
の
栄

　養
相
談
、各
種
検
査
測
定
体
験
、

　体
操
指
導
な
ど

問
三
友
堂
病
院
総
務
課

　

☎
０
２
３
８

－
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－３
７
０
０

依
存
症
家
族
教
室

　依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
、薬
物
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
）
に
悩
ん
で
い
る

ご
家
族
を
対
象
に
、
家
族
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

▼
期
日
：
11
月
24
日
㈫

　12
月
2

　日
㈬

　12
月
7
日
㈪

▼
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
場
所
：
山
形
県
精
神
保
健
福
祉

　セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

▼
内
容
：
講
話
及
び
質
疑
応
答

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可

▼
申
込
方
法
：
左
記
に
電
話
申
込

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

１
２
１
７

山
形
県
学
校
保
健
研
究

　

大
会
特
別
講
演

▼
日
時
：
11
月
19
日
㈭
午
後
２
時

　15
分
開
演

▼
場
所
：
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　プ
ラ
ザ

▼
講
師
：
山
形
大
学
基
盤
教
育
院

　准
教
授

　加
納
寛
子
氏

▼
入
場:

無
料

問
町
教
育
委
員
会
内

　山
形
県
学

　校
保
健
研
究
大
会
実
行
委
員
会

　事
務
局

☎
42
ー
６
６
５
９

公
開
講
座
「
置
賜
の

　
　

明
日
の
医
療
を
考
え
る
」

▼
日
時
：
12
月
13
日
㈰ 

午
後
1
時

　30
分
～
午
後
4
時

▼
会
場
：
川
西
町
農
村
環
境
改
善

　セ
ン
タ
ー

▼
講
演
：
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療

～
医
療
政
策
へ
の
対
応
～

　自
治
医
療
大
学

　村
松
正
巳
氏

▼
参
加
料
：
無
料

申
込
・
問
公
立
置
賜
総
合
病
院

☎
46

－

５
０
０
０

平
成
27
年
台
風
第
21
号

　

与
那
国
町
災
害
義
援
金

　こ
の
た
び
、
台
風
21
号
等
に
よ

る
大
雨
災
害
に
遭
わ
れ
た
与
那
国

町
の
方
々
に
対
し
義
援
金
を
左
記

に
よ
り
受
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
11
月
30
日
㈪
ま
で

▼
受
付
方
法
：
役
場
住
民
生
活
課

　付
近
の「
募
金
受
付
コ
ー
ナ
ー
」

　に
設
置
の
募
金
箱
に
よ
る
受
付

※
「
領
収
書
」
が
必
要
な
方
は
、

　健
康
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ

　さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

6
6
3
5

催

　
し

採
用
関
係

米
沢
警
察
署
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

【
社
会
全
体
で
犯
罪
被
害
者
を
支
え

ま
し
ょ
う
！
～
11
月
25
日
か
ら
12
月
１

日
ま
で
は
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
～
】

　不
幸
に
し
て
犯
罪
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
は
、
犯
罪
そ
の
も
の
で

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
心
な
い
噂
や
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
長
く
苦

し
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
被

害
者
に
理
解
を
示
し
、
社
会
全
体

で
犯
罪
被
害
者
を
支
え
、
犯
罪
を

許
さ
な
い
街
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

▼
相
談
窓
口
：
警
察
本
部
犯
罪
被

害
者
支
援
室

☎
０
２
３

－

６
２
６

－

０
１
１
０
㈹

問
米
沢
警
察
署 

刑
事
第
一
課

☎
０
２
３
８

－

26

－

０
１
１
０

訪
問
介
護
事
業
所

　
　

嘱
託
職
員
募
集

▼
職
種
：
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
名

▼
雇
用
形
態
：
常
勤
（
嘱
託
）

▼
期
間
：
平
成
28
年
4
月
1
日
か

ら
1
年
間

5　町報かわにし 平成２７年１１月１５日

中
に
は
町
外
で
生
活
し
て
い
た
人
も
含
め

て
話
し
合
う
た
め
「
自
分
と
は
違
っ
た
視

点
の
意
見
が
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き

て
、
町
の
課
題
や
悩
み
ば
か
り
で
な
く
、

町
の
い
い
と
こ
ろ
も
再
発
見
で
き
、
改
め

て
い
い
町
だ
な
と
思
え
ま
し
た
」
と
、
委

員
会
で
の
話
し
合
い
の
雰
囲
気
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　最
後
に
、
22
日
の
本
番
を
控
え
、
当

日
に
向
け
た
想
い
を
伺
う
と
「
今
ま
で

は
、
な
か
な
か
距
離
を
感
じ
て
い
た
議
会

で
す
が
、
女
性
議
員
と
し
て
活
動
し
な
が

ら
、
町
を
動
か
す
こ
と
の
大
変
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
で
も
、
今
回
は
、
日
頃
抱
い

て
い
る
想
い
を
伝
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に

み
ん
な
の
想
い
を
伝
え
た
い
で
す
。
そ
の

う
え
で
、
そ
の
生
の
声
が
し
っ
か
り
届
い

て
、
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
、
意
気
込
み
を
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。町民の、女性の

　生の声を届けたい

しごとづくり委員長　　
　　　　　江本　牧子さん（小松）

女
性
も
、
男
性
も
一
緒
に

　15
名
の
女
性
議
員
の
方
々
は
、
２
か
月

の
あ
い
だ
、
川
西
町
を
よ
り
い
い
町
に
す

る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対

し
て
抱
い
て
い
る
想
い
や
、
女
性
な
ら
で

は
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
出
し
合
い
、
議

論
し
、
一
般
質
問
と
し
て
ま
と
め
て
き
ま

し
た
。

　勉
強
会
の
中
で
は
、
女
性
議
会
に
向
け

た
話
し
合
い
の
他
に
「
こ
の
女
性
議
会
を

単
な
る
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終

わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
議
会
が
終

わ
っ
た
後
も
、
私
た
ち
が
発
言
し
た
想
い

を
町
政
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し

て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
女
性
議
員
の
役

目
だ
と
思
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
非
常
に
前
向
き
な
意
見
も

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
、
前
向
き
な
女
性
た
ち
が
活
躍
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
職
場
や

家
族
の
理
解
の
ほ
か
、
支
え
て
く
れ
る
男

性
の
役
割
も
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
き
ま

す
。　11

月
22
日
は
、
町
内
に
お
住
い
の
女
性
、

町
内
に
お
勤
め
の
女
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
の
女
性
を
支
え
る
男
性
も
一
緒
に
、

い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
近
い
目
線
で
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
女
性
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

議
会
傍
聴
な
ど
の
お
問
合
せ

問
町
議
会
事
務
局
　☎
42
ー
６
６
７
４

し
ご
と
づ
く
り
委
員
会

　し
ご
と
づ
く
り
委
員
長
の
江
本
さ
ん
は
、

９
月
20
日
の
委
嘱
状
交
付
式
で
初
め
て
議

場
に
入
っ
た
時
に
「
な
ん
て
こ
と
を
引
き

受
け
た
の
だ
ろ
う
」
と
感
じ
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
す
。

　普
段
、
ご
自
分
で
育
て
た
野
菜
を
加
工

し
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
に
し
て
販
売
し

て
い
る
江
本
さ
ん
に
と
っ
て
、議
会
は「
身

近
に
感
じ
ら
れ
な
い
場
所
」
で
あ
り
、
ま

さ
か
女
性
議
員
と
し
て
議
場
で
町
長
と
や

り
取
り
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。

　そ
ん
な
江
本
さ
ん
が
委
員
長
を
つ
と
め

る
し
ご
と
づ
く
り
委
員
会
は
、
農
業
分
野
、

６
次
産
業
分
野
、
観
光
業
分
野
に
つ
い
て
、

委
員
の
み
な
さ
ん
が
日
頃
感
じ
て
い
た
悩

み
や
想
い
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
議
論
を

深
め
て
い
ま
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
女
性
が
集
ま
り
、

▲しごとづくり委員会名簿

氏　　名 地　　区
１ 江本　牧子　さん 小松

２ 我妻　優子　さん 吉島

３ 齋藤みち子　さん 中郡

４ 中田　裕子　さん 玉庭

５ 遠藤　有華　さん 吉島

▲しごとづくり委員会の様子。和やかな雰囲気で議論しています



23　町報かわにし 平成２７年１１月１５日

　10
月
18
日
㈰
に
東
京
都
あ
き
る

野
市
秋
川
橋
河
川
公
園
で
、
東
京

川
西
会
「
い
も
煮
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
爽
や
か
な
秋
風
の
中
、
約

１
９
０
名
の
参
加
者
は
、
ふ
る
さ

と
の
仲
間
と
の
再
会
で
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
昔
話
と
な
つ
か
し
い
味
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　恒
例
の
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
威

勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
会
場

は
大
変
盛
り
上
が
り
、
川
西
の
特

産
品
の
販
売
で
は
、
ふ
る
さ
と
の

味
を
求
め
に
多
く
の
人
が
列
を
作

り
、
商
品
は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　東
京
川
西
会
「
い
も
煮
会
」
は

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

来
年
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
東
京
川
西
会
っ
て
？
】

　ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
里
東
京
川
西

会
は
、
ふ
る
さ
と
の
応
援
団
で
す
。

　首
都
圏
在
住
の
川
西
町
出
身
者

の
方
々
が
互
い
に
親
睦
や
ふ
る
さ

と
の
絆
を
深
め
る
、
様
々
な
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
首
都
圏
在
住
の
ご
家
族

や
、
ご
親
戚
、
ご
友
人
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り

　推
進
室
　

☎
４
２
ー
６
６
１
３

ふ
る
さ
と
の
味
に
舌
鼓
！
！

～
東
京
川
西
会
「
い
も
煮
会
」
開
催
～

豆
の
展
示
会
の
紹
介

今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
食
材

「
豆
」
に
特
化
し
た
展
示

会
を
12
月
に
東
京
で
開
催
し
ま
す
。

　展
示
会
で
は
、
町
で
採
れ
た
30

種
あ
ま
り
の
豆
や
、
豆
を
用
い
た

菓
子
や
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　一
時
は
失
わ
れ
か
け
た
川
西
町

の
在
来
品
種
「
紅
大
豆
」
を
は
じ

め
、
豆
を
通
じ
て
、
川
西
町
を
Ｐ

Ｒ
し
て
き
ま
す
。

　家
族
や
ご
友
人
な
ど
、
近
郊
に

お
住
い
の
方
に
ご
周
知
く
だ
さ
い
。

空
き
家
利
活
用
勉
強
会

10
月
23
日
㈮
に
第
２
回
空

き
家
勉
強
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　今
回
の
勉
強
会
で
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
先
進
地
視
察
と
し
て
山
形

県
遊
佐
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　遊
佐
町
で
は
、
役
場
内
関
係
課

職
員
に
よ
る
「
定
住
促
進
施
策
庁

内
連
絡
会
議
」、
役
場
や
町
内
各

種
団
体
等
で
構
成
す
る
「
遊
佐

町
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
協
議
会
」、

移
住
者
が
中
心
に
立
ち
上
げ
た

「
い
な
か
暮
ら
し
応
援
団
」
の
各

組
織
が
連
携
し
て
空
き
家
対
策
・

定
住
促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　今
回
の
視
察
を
参
考
に
し
、
当

機
構
で
も
川
西
町
と
連
携
し
て
、

移
住
者
の
受
入
体
制
の
更
な
る
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

山
形
か
わ
に
し
「
豆
の
展
示
会
」

▼
期
日
：
12
月
４
日
㈮
～
６
日
㈰

▼
時
間
：

　４
日
㈮
午
後
１
時
～
午
後
７
時

　５
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　６
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
会
場
：
上
野
桜
木
あ
た
り
（
東

　京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
ー
　

　15
ー
６
）
※
入
場
無
料

▲視察の様子。大変有意義な時間でした

晴天に恵まれ、大盛り上がりでした

　町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、

14
億
１
７
３
１
万
円
で
構
成
比
は
14
・
１
％
を
占

め
、前
年
度
対
比
で
４・４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
本
町
の
最
大
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
は
48
億
１
７
８
１
万
円
で
構
成
比
は
48
・

０
％
を
占
め
、
前
年
度
対
比
で
は
０・
７
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
置
賜
広
域
病
院

組
合
分
を
差
し
引
い
た
本
町
純
粋
分
の
交
付
税

額
は
35
億
４
２
０
４
万
円
で
、
前
年
度
か
ら

３
４
６
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
、
前
年
度
対

比
で
39
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　県
支
出
金
は
、
前
年
度
対
比
で
６・
０
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
町
債
は
、
前
年
度
対
比
で
11
・

１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平成２６年度決算公表
町の財政状況と税金の使いみち

歳入総額

１００億３，９９１万円９６億２，９８０万円

歳出総額

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入歳出
一般会計一般会計

　平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
１
０
０
億
３
９
９
１
万
円
、
歳
出
は

96
億
２
９
８
０
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
差
引
額
は

４
億
１
０
１
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
う
ち
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
分
を
差
し
引

く
と
、
３
億
１
３
９
６
万
円
の
繰
越
額
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
平
成
25
年
度
決
算
と
の
比
較
で
は
、

歳
入
で
５
億
５
３
１
１
万
円
の
減
（
５・
２
％
の

減
）、歳
出
で
６
億
６
８
２
８
万
円
の
減（
６・５
％

の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

◇
歳
入
の
状
況

財政情報

町税
14億 1,731 万円
（14.1％）

衛生費
16億 8,676 万円
（17.5％）

民生費
19億 2,779 万円
（20.0％）

土木費
10億 3,005 万円
（10.7％）

総務費
13億 4,206 万円
（13.9％）

公債費
10億 923 万円
（10.5％）

農林水産業費
5億 4,830 万円
（5.7％）

商工費
5億 3,894 万円
（5.6％）

消防費
3億 100 万円
（3.1％）

その他
1億 8,921 万円
（2.0％）

教育費
10億 5,646 万円
（11.0％）

諸収入、繰入金など
7億 5,925 万円
（7.6％）

町債
13億 4,307 万円
（13.4％）

国庫支出金
8億 3,779 万円
（8.3％）

県支出金
5億 1,457 万円
（5.1％）

地方譲与税など
3億 5,011 万円
（3.5％）

地方交付税
48億 1,781 万円
（48.0％）

町報かわにし　6平成２７年１１月１５日 町報かわにし　22平成２７年１１月１５日

ネットかわにし便り　創刊号
　ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
（
全
国
川
西
会
議
）
は
、兵
庫
県
川
西
市
、奈
良
県
川
西
町
、新
潟
県
十
日
町
市
（
川
西
地
域
）、

山
形
県
川
西
町
で
組
織
し
、
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
時
に
兵
庫
県
川
西
市
に
支
援
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
平
成
９
年
に
発
足
し
ま
し
た
。以
降
、災
害
時
の
支
援
や
年
１
回
の
総
会
な
ど
で
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
度
、
住
民
の
方
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
職
員
同
士
の
交
流
か
ら
、
住
民
同

士
の
交
流
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
「
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
便
り
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。

　「ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
便
り
」
を
通
じ
て
、
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　平
成
27
年
２
月
４
日
～
６
日
の

３
日
間
、
各
市
町
の
採
用
２
～
５

年
目
の
職
員
と
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務

担
当
者
を
含
む
16
名
が
一
期
生
と

な
り
、
山
形
県
川
西
町
を
会
場
に
、

ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
若
手
職
員
体
験

型
交
流
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
研
修
は
、“
顔
の
見
え
る

交
流
”
と
し
て
、
若
手
職
員
の
人

材
育
成
と
各
市
町
の
職
員
同
士
の

交
流
推
進
を
図
る
た
め
、
新
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

　１
日
目
は
、
開
講
式
で
各
市
町

の
魅
力
な
ど
を
踏
ま
え
た
自
己
紹

介
を
行
い
、
顔
合
わ
せ
を
し
た
後

に
、
山
形
県
川
西
町
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
夜
も
引

き
続
き
交
流
会
を
開
き
、
年
代
が

近
い
若
者
同
士
、
お
互
い
の
市
町

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
な
ど

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
か
わ
に
し

　
交
換
留
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
内
容
：
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
そ
れ

　ぞ
れ
の
地
域
の
資
産
・
資
源
を

　再
発
見
す
る
機
会
と
し
交
流
を

　生
み
出
す
。
子
ど
も
た
ち
に
交

　換
留
学
の
機
会
を
作
り
、
そ
れ

　ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
・
食
・
人

　に
触
れ
て
も
ら
う
。

　
　各
ポ
イ
ン
ト
で
ネ
ッ
ト
か
わ

　に
し
各
市
町
の
特
産
品
を
振
舞

　う
と
と
も
に
、
参
加
賞
と
し
て
、

　ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
構
成
市
町
ど

　こ
で
も
利
用
で
き
る
「
ネ
ッ
ト

　か
わ
に
し
ク
ー
ポ
ン
」
を
配
布

　す
る
。

▲最終日のワ－クショップでは、職員同

士が、活発に意見を出し合っていました。

感
想
：
お
互
い
の
成
長
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

　山
形
県
川
西
町
は
、
役
場
の
若

手
職
員
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い

る
、
役
場
が
中
心
と
な
っ
て
で
は

な
く
、
住
民
が
自
ら
町
を
良
い
方

向
へ
進
め
て
い
る
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
今

後
の
地
方
自
治
体
が
進
ん
で
い
く

べ
き
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

　ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
を
通
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
川
西
の
良
い
と
こ
ろ

は
真
似
し
、
弱
い
と
こ
ろ
は
知
恵

を
出
し
合
い
解
決
で
き
た
ら
よ
い

と
思
い
ま
す
。
町
と
町
が
手
を
取

り
合
い
、
共
に
成
長
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
　奈
良
県
川
西
町

　増
井

　肇

　２
日
目
は
、
山
形
県
川
西
町
吉

島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

の
髙
橋
由
和
氏
を
講
師
に
招
き
、

地
域
づ
く
り
の
先
進
的
取
り
組
み

事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
町
犬
川

地
区
で
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験
や
、

隣
接
す
る
米
沢
市
の
上
杉
神
社
な

ど
の
主
要
施
設
を
巡
り
な
が
ら
置

賜
地
域
の
歴
史
学
習
を
行
い
ま
し

た
。　最

終
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、「
つ
な
が
ろ
う
、生
み
出
そ
う
、

ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
自
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋

げ
る
た
め
の
「
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し

コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
提
案

を
行
い
ま
し
た
。
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
他
市
町
と
連
携
し
た

事
業
を
模
索
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
若
手
職
員
体
験
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　交

流
研
修
会
を
開
催

「
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　提

案
内
容

ネ
ッ
ト
か
わ
に
し

　
　
　
　
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン

▼
内
容
：
４
月
下
旬
に
山
形
県
川

　西
町
で
桜
の
中
を
走
れ
る
、
11

　月
中
旬
に
兵
庫
県
川
西
市
で
紅

　葉
の
中
を
走
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大

　会
を
開
催
す
る
。

そ
う
だ
！
川
西
に
行
こ
う
！

▼
内
容
：
各
市
町
で
行
わ
れ
る
イ

　ベ
ン
ト
や
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
物

　を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

　「ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
ま
る
わ
か

　り
本
」
を
作
成
し
、
各
市
町
の

　住
民
が
交
流
で
き
る
仕
組
み
を

　創
出
す
る
。

◇歳出の状況

◇企業会計・特別会計の決算 ◇財政健全化判断比率

※
町
民
一
人
当
た
り
の
額
の
算
出
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
１
万
６
３
２
４
人
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

※
各
数
値
は
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

■土木費

■農林水産業費

■教育費

■公債費

■総務費

■民生費

■衛生費

■その他（消防費・商工費・議会費等）

会計別 歳入額 歳出額

水道事業会計

　　収益的収入・支出 5億 561万円 5億 980 万円

　　資本的収入・支出※ 8,916 万円 2億 4,122 万円

国民健康保険事業特別会計 18億 4,885万円 18億 1,796万円

下水道事業特別会計 ５億 5,026 万円 ５億 4,181 万円

農業集落排水事業特別会計 8,706 万円 8,245 万円

介護保険事業特別会計 17億 3,826万円 17億 1,294万円

後期高齢者医療特別会計 1億 5,429 万円 1億 5,108 万円

　平成 19 年度決算より財政健全化にかかる各指標の公表
が義務付けられました。これは、財政状況の悪化している
県や市町村が早期に健全化に向けた対策を取るように定め
られたものです。

健全化判断比率 平成 26年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 0.00％ 14.32％ 20.00％
連結実質赤字比率 0.00％ 19.32％ 30.00％
実質公債費比率 10.2％ 25.00％ 35.00％
将来負担比率 124.3％ 350.00％

公営企業会計に係る
資金不足比率

平成 26年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

下水道会計 0.00％
20.00％農集排会計 0.00％

水道会計 0.00％
　各比率とも基準を超えるものはありませんでしたが、今
後とも健全経営に努めてまいります。

 ● 町民１人あたり　８２，２１４円● 町民１人あたり　６３，１００円

● 町民１人あたり　　３３，５８９円

● 町民１人あたり６４，７１８円

● 町民１人あたり　　６１，８２５円

● 町民１人あたり　　１１８，０９５円

● 町民１人あたり　　１０３，３３０円

● 町民１人あたり　　６３，０４５円

平成２６年度に実施した主な事業は下のとおりです。

※資本的収入額が資本的支出額に不足する分は、消費税資本的
収支調整額 758 万円及び損益勘定留保資金 1億 4,448 万円
で補てんしました。

一般廃棄物収集運搬事業
6,294 万円

し尿処理事業
5,112 万円

母子保健妊産婦事業
723万円

廃棄物再生利用促進事業
537万円

冬期交通確保事業
2億 9,965 万円

公営住宅建設事業
1億 5,574 万円

北郷八ツ口線道路改良工事
1,647 万円

高田仲沖線道路改良工事
1,626 万円

上六角平谷地線局部改良工事
495万円

子供のための手当て支給事業
2億 3,193 万円

子育て支援医療事業
5,319 万円

ひとり親家庭等医療事業
862万円

配食サービス事業
86万円

町有牛貸付管理事業
5,185 万円

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
4,245 万円

戦略的園芸産地拡大支援事業
1,002 万円

ダリヤ生産拡大支援事業
301万円

小学校施設耐震化事業
1億 6,485 万円

川西夏まつり実施事業
440 万円

外国語指導助手配置事業
423万円

放課後子ども教室推進事業
274万円

地区交流センター管理運営事業
8,318 万円

旧第二中施設整備事業
5,344 万円

地域おこし協力隊導入事業
1,331 万円

防災対策事業
651万円

省・新エネルギー対策事業
305万円

7　町報かわにし 平成２７年１１月１５日
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▲ 6万人目の来園者に、記念品を手渡しました

　8
月
1
日
に
開
園
し
た
川
西
ダ
リ
ヤ
園
は
、

11
月
3
日
に
閉
園
し
、
の
べ
６
２
５
９
１
人
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
年
は
、
町
誕
生
60
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
た
ほ
か
、
9
月
の
大
型
連
休
、
週

末
に
続
い
た
好
天
、「
皇
帝
ダ
リ
ア
」
の
開
花
な

ど
の
好
条
件
に
恵
ま
れ
、
昭
和
35
年
の
開
園
以

来
初
め
て「
来
園
者
6
万
人
」を
達
成
し
ま
し
た
。

　記
念
す
べ
き
6
万
人
目
の
来
園
者
と
な
っ
た

髙
橋
さ
ん
夫
婦
は
、
埼
玉
県
越
谷
市
か
ら
お
越

し
い
た
だ
き
、
旦
那
さ
ん
の
出
身
地
が
飯
豊
町

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
帰
省
の
と
き
に
来
園
さ

れ
る
そ
う
で
、「
こ
れ
ま
で
6
回
程
来
て
い
ま
す
。

来
る
た
び
に
綺
麗
に
な
っ
て
い
て
、
毎
回
楽
し

み
に
来
て
い
ま
す
。
秋
の
ダ
リ
ア
は
や
は
り
綺

来
園
者
６
万
人
を
突
破
！

ご
来
園
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　▲親子そろって。来年もぜひお越しください

1１/３

▲応援よろしくお願いします！

　10
月
4
日
㈰
、
長
井
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

で
、
第
５
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

冬
季
大
会
の
山
形
県
予
選
会
が
行
わ
れ
、
本

町
の
「
川
西
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
」
が
優
勝
し
、
12
月

11
日
～
14
日
に
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　川
西
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
30
代
か
ら
60
代
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
5
年
前
出
場
し
た
全
国

大
会
で
勝
て
な
か
っ
た
悔
し
さ
を
ば
ね
に
練

習
に
励
み
、
こ
の
結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　川
西
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
で
は
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
吉
島
マ
イ
マ
イ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
42
ー
２
８
４
０
ま
で
。

川
西
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
全
国
大
会
出
場
決
定
！

　
　
　
　
　
　
　～
第
５
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
冬
季
大
会
～

▲受賞された髙橋和博さん（時田）

　11
月
3
日
付
で
、
総
務
省
か
ら
第
25
回
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
（
消
防
関
係
）
の
受
賞

者
が
発
表
さ
れ
、本
町
の
髙
橋
和
博
さ
ん
（
時

田
）
が
受
賞
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　髙
橋
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
川
西
町
の
消

防
士
と
し
て
入
職
し
、
以
降
、
消
防
士
長
、

消
防
指
令
長 

消
防
次
長
兼
庶
務
主
幹
を
歴
任

さ
れ
、
平
成
22
年
か
ら
は
、
川
西
町
消
防
監

と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
町
民
の
命
と
安
全

な
生
活
を
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
平
成
23
年
3

月
31
日
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　11
月
4
日
に
受
賞
の
報
告
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
11
月
9
日
に
は
、
東
京
都
日
比
谷
公

会
堂
で
の
伝
達
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
27
年
秋
の
叙
勲

　瑞
宝
双
光
章
～

麗
で
す
ね
。」
　と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
11
月
3
日
㈫
㈷
に
は
、
川
西
ダ
リ

ヤ
園
切
り
花
感
謝
デ
ー
を
開
催
し
、
好
天
の

中
、
県
内
外
か
ら
ダ
リ
ア
の
愛
好
者
が
足
を

運
び
、
綺
麗
に
咲
い
た
好
み
の
ダ
リ
ア
を
持

ち
帰
り
ま
し
た
。

　川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
今
年
の
営
業
は
終
了
し

ま
し
た
。
来
年
度
も
多
く
の
お
客
様
の
ご
来

園
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▲農事組合法人夢里さん
（東沢地区）から、記念に
車椅子を 2台贈呈してい
ただきました
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11
月
３
日
、
町
議
場
で
平
成
27
年
度
町

民
表
彰
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
町
で
は
昭

和
50
年
に
「
川
西
町
表
彰
条
例
」
を
制
定
、

昭
和
56
年
に
「
川
西
町
長
堀
堰
農
業
振
興

基
金
条
例
」
を
制
定
し
、
町
政
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
方
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
「
川
西
町

商
工
業
経
営
近
代
化
育
成
基
金
条
例
」
に

基
づ
く
表
彰
を
行
い
、
次
の
6
名
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

髙た
か
は
し橋

　
忠
た
だ
しさ

ん
（
上
小
松
）

　平
成
７
年
、
川
西
町
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
５
期
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
議
会
選
出
監

査
委
員
、
町
議
会
副
議
長
、
置
賜
広
域
病

院
組
合
議
会
議
員
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　特
に
、
平
成
21
年
５
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
４
月
30
日
ま
で
の
２
年
間
、
副
議
長

と
し
て
持
ち
前
の
手
腕
を
充
分
に
発
揮
さ

れ
、
議
会
権
能
の
高
揚
と
議
会
運
営
の
円

滑
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

川
西
町
表
彰
条
例
表
彰

平
成
２７
年
度

川
西
町
民
表
彰

島し
ま
ぬ
き貫

　
德と
く
え
も
ん

右
エ
門
さ
ん
（
洲
島
）

　平
成
７
年
、
川
西
町
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
５
期
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員

長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
町
議
会

副
議
長
、
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
員
、
置
賜
広
域
病
院
組
合
議
会
議
員
等

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　特
に
、
平
成
23
年
５
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
４
月
30
日
ま
で
の
２
年
間
、
副
議
長

と
し
て
持
ち
前
の
手
腕
を
充
分
に
発
揮
さ

れ
、
議
会
権
能
の
高
揚
と
議
会
運
営
の
円

滑
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

鈴す
ず
き木

　
孝た
か
ゆ
き幸

さ
ん
（
玉
庭
）

　稲
作
を
中
心
と
し
た
複
合
経
営
を
模
範

的
か
つ
積
極
的
に
実
践
さ
れ
、
中
核
的
担

い
手
と
し
て
中
山
間
地
域
の
農
業
を
牽
引

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　平
成
14
年
に
「
玉
庭
水
田
養
魚
研
究
会
」

を
組
織
さ
れ
、
平
成
17
年
か
ら
は
水
田
転

作
と
し
て
鮒
の
養
殖
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
19
年
に
は
「
玉
庭
農
産
物
加
工
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
さ
れ
、
む
く
り
鮒
加
工

と
漬
物
加
工
を
実
施
さ
れ
、
新
た
な
雇
用

創
出
を
図
る
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
尽
力

さ
れ
、
本
町
農
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

川
西
町
長
堀
堰

　
　
　農業
振
興
基
金
条
例
表
彰

髙た
か
は
し橋

　
建け
ん
い
ち一

さ
ん
（
玉
庭
）

　平
成
15
年
、
川
西
町
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
３
期
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

長
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
議
会
権
能
の
高
揚
と
議
会
運
営
の

円
滑
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
11
年
か
ら
４
期
12
年
の
長

き
に
わ
た
り
川
西
町
農
業
委
員
会
委
員
を

務
め
ら
れ
、
農
用
地
の
利
用
調
整
に
尽
力

さ
れ
、
担
い
手
農
家
の
育
成
と
農
家
の
経

営
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

大お
お
ぬ
ま沼

　
藤と
う
い
ち一

さ
ん
（
西
大
塚
）

　稲
作
と
畜
産
の
複
合
経
営
を
模
範
的
か

つ
積
極
的
に
実
践
さ
れ
、
中
核
的
担
い
手

と
し
て
、
本
町
の
農
業
を
牽
引
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　平
成
18
年
に
玉
庭
放
牧
場
内
に
「
黒
べ

こ
の
郷
粗
飼
料
・
和
牛
生
産
組
合
」
を
設

立
さ
れ
、
繁
殖
部
門
と
肥
育
部
門
の
連
携

に
よ
る
地
域
内
一
貫
体
制
に
よ
る
新
た
な

米
沢
牛
の
生
産
基
盤
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
川
西
肉
牛
部
会
長
、
Ｊ
Ａ
山
形

お
き
た
ま
米
沢
牛
振
興
部
会
長
を
歴
任
す

る
な
ど
、
先
頭
に
立
っ
て
指
導
力
を
発
揮

し
、
本
町
農
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

井い
の
う
え上

　
京
き
ょ
う
し
ち七さ

ん
（
中
小
松
）

　創
業
３
０
０
年
の
老
舗
蔵
元
当
主
と
し

て
、
伝
統
に
裏
付
け
ら
れ
た
酒
造
り
に
真

摯
に
取
り
組
み
な
が
ら
、「
川
西
町
地
酒

に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」
の
制
定

や
、町
内
蔵
元
と
提
携
し
「
乾
杯
用
お
猪
口
」

の
製
作
等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
酒
蔵
を
見
学
施
設
と
し
て
開
放

す
る
ほ
か
、
掬
粋
巧
芸
館
館
長
と
し
て
文

化
施
設
を
運
営
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
内

外
で
積
極
的
に
営
業
を
展
開
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
産
業
の
振
興
、
本
町
文
化
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

川
西
町
商
工
業
振
興
賞

川
西
町
商
工
業
経
営
近
代
化

　
　
　
　
　育成
基
金
条
例
表
彰

▲左から、髙橋建一さん、島貫德右エ門さん、髙橋忠さん、
　　　　  井上京七さん、鈴木孝幸さん、大沼藤一さん
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農
・
商
・
工
の
魅
力
を
堪
能
し
た
一
日

～
川
西
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業

　か
わ
に
し
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
５

た
ま
げ
た
ほ
こ
天
～

1０/1７

　10
月
17
日
㈯
、
川
西
町
中
央
公
民
館
及
び
羽

前
小
松
駅
前
通
り
を
会
場
に
、「
か
わ
に
し
産

業
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」と「
た
ま
げ
た
ほ
こ
天
」

が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「川
西
町
の
食
と
技
『
農
業
・
商
業
・
工
業
』

が
集
う
匠
の
ま
つ
り
」
が
テ
ー
マ
の
産
業
フ
ェ

ア
と
、
中
心
市
街
地
活
性
化
を
目
的
と
し
た

「
た
ま
げ
た
ほ
こ
天
」。町
内
産
の
新
米
や
野
菜
、

米
沢
牛
ミ
ニ
ス
テ
ー
キ
を
は
じ
め
と
す
る
特
産

品
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
畳
の
縫
い
付
け
、
壁
塗
り
、
丸
太
切

な
ど
匠
の
技
の
体
験
、
町
内
企
業
に
よ
る
工
業

製
品
展
示
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
工
夫
を
凝
ら

し
た
展
示
が
満
載
で
し
た
。

　他
に
も
、
１
０
８
５
点
の
応
募
が
あ
っ
た
ダ

リ
ヤ
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
や
、
町
誕
生
60
周
年

を
記
念
し
た
ダ
リ
ア
展
示
、
小
松
幼
稚
園
太
鼓

演
奏
、
小
松
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
川

西
中
学
校
吹
奏
楽
部
や
置
賜
農
業
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
、
町
の
魅
力
が
堪
能

で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲受賞者代表のあいさつを述べる齋藤院長

1０/1１

町
と
と
も
に
刻
ん
で
き
た
60
年
の
歴
史

～
川
西
町
体
育
協
会
発
足
60
周
年
記
念
式
典
～

　10
月
11
日
㈰
、
川
西
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
、
川
西
町
体
育
協
会
発
足
60
周
年

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
川
西
町
体
育
協
会
発
足
60
周

年
記
念
表
彰
に
て
3
個
人
、
7
団
体
が
表
彰

さ
れ
た
ほ
か
、
山
形
大
学
地
域
教
育
学
部
の

鈴
木
和
弘
教
授
を
講
師
に
招
き
、「
子
ど
も

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
と

題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　記
念
表
彰
を
い
た
だ
い
た
斎
藤
接
骨
院
の

齋
藤
院
長
は
「
大
変
名
誉
な
表
彰
を
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
、
感
謝
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲町の花「ダリヤ」と町の木「松」で作った町章▲堂々と行進を披露する小松小学校マーチングバンド

▲子どももまるで「職人さん」

　10
月
23
日
㈮
、
夕
暮
れ
時
の
ヤ
マ
ザ
ワ
、

う
め
や
、
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
周
辺
に
て
夕
暮

れ
時
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　町
内
で
も
特
に
交
通
量
が
多
く
、
買
い
物

客
の
出
入
り
が
多
く
な
っ
て
い
る
3
店
舗
周

辺
に
て
、
買
い
物
帰
り
の
お
客
様
に
直
接
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
な
ど
を
呼
び
か
け

る
啓
発
チ
ラ
シ
や
、
反
射
材
な
ど
を
配
り
な

が
ら
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　10
月
に
は
、
本
町
で
2
件
の
痛
ま
し
い
交

通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
没
時

間
も
早
ま
り
、
こ
れ
か
ら
降
雪
時
期
を
迎
え

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

1０/23

夕
暮
れ
時
は
早
め
の
灯
火
！
安
全
運
転
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
夕
暮
れ
時
街
頭
啓
発
活
動
～
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
？
」
を
解
決
！

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
月
号
で
改
め

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
っ
て

　
　

な
に
？

　
　
　
　国
民
一
人
一
人
に
12
桁
の
番
号
を

　
　
　
　割
り
当
て
、
行
政
手
続
き
等
で
利

用
す
る
制
度
で
す
。

　医
療
や
福
祉
関
連
の
手
続
き
の
際
に
、
今

ま
で
添
付
が
必
要
だ
っ
た
各
種
書
類
が
省
略

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

　
個
人
情
報
の
漏
え
い
対
策
は

　

大
丈
夫
？ 

　　
　
　
　次
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

①
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
マ
イ

　ナ
ン
バ
ー
の
収
集
・
保
管
を
禁
止
し
て
い

　ま
す
。

②
個
人
情
報
は
各
機
関
に
お
い
て
分
散
管
理

　さ
れ
て
い
る
の
で
芋
づ
る
式
の
情
報
漏
え

　い
を
防
ぎ
ま
す
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

　る
か
を
、
第
三
者
機
関
が
監
視
・
監
督
し

　ま
す
。　通

知
カ
ー
ド
は

　
　
　
　
　
　

い
つ
ご
ろ
届
く
の
？ 

　
　
　
　11
月
中
旬
か
ら
発
送
を
開
始
し
、

　
　
　
　お
お
む
ね
11
月
末
ま
で
に
、
世
帯

全
員
分
が
世
帯
主
宛
に
簡
易
書
留
で
届
き
ま

す
。
転
送
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
内
で

も
配
達
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

　不
在
の
際
は
、
不
在
連
絡
票
が
入
り
ま
す

の
で
、
再
配
達
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
通
知

カ
ー
ド
が
受
け
取
れ
な
い
場

　
　
　
　
　
合
は
ど
う
す
る
の
？

　
　

　
　
　
　Ｄ
Ｖ
被
害
や
長
期
入
院
、
施
設
へ

　
　
　
　の
入
所
等
で
、
住
民
票
の
住
所
で

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
な
い
方
は
、
居
所

情
報
の
登
録
が
必
要
で
す
。
町
住
民
生
活
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
ど
う
や
っ

て
受
け
取
れ
ば
い
い
の
？

　
　
　
　

　
　
　
　希
望
者
の
方
は
、
申
請
す
る
必
要

　
　
　
　が
あ
り
ま
す
。
申
請
し
た
方
に
、

平
成
28
年
１
月
以
降
に
町
か
ら
交
付
通
知
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
原
則
本
人
が
役

場
に
来
庁
し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

詐
欺
に
注
意
！
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
審
な
電
話
、
メ
ー
ル
、

手
紙
、
訪
問
等
に
は
十
分
注
意
し
、
内
容
に

応
じ
て
警
察
や
川
西
町
役
場
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
コ
チ
ラ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
HP

[http
://w

w
w
.cas.go

.jp
/jp

/
seisaku/bangoseido/]

通知カード 個人番号カード

表面

裏面

交付対象 住民票を有するすべての方 希望者のみ

身分証明と
しての利用 不可 可

有効期限 なし あり

電子証明書 なし 標準登載（希望者は失効可能）

発行手数料 再発行：500円
初回：無料
再発行：800円
（電子証明書付きは1,000円）

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
ー
95
ー
０
１
７
８
　

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連

☎
０
５
７
０
ー
20
ー
０
１
７
８
　

　
　(全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

問
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連

☎
０
５
７
０
ー
７
８
３
ー
５
７
８

　
　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
１
５

▼通知カードと個人番号カードの比較表
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健康情報ひろば

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

介護者のつどい
期日：１１月２５日㈬
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
内容：茶話会
料金：無料

問地域包括支援センター☎４２－６６３８

西大塚カフェ
期日：１２月１７日㈭
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

認知症の方を介護する家族支援

「介護者のつどい」＆「西大塚カフェ」のご案内

１人暮らし等の高齢者の方、バランスよく食べてますか ?
～配食サービス事業のご紹介～
　配食サービス事業とは、ひとり暮らしの高齢者や高齢者世帯など
の方が自立した生活を送ることができるよう栄養バランスなどを考
慮したお弁当を提供するとともに、安否の確認を行うことを目的と
しています。
　「よしじま四季の市加工所」で調理したお弁当を、シルバー人材セ
ンター会員が、利用者のご自宅に配達し、あわせて安否確認をさせ
ていただくものです。
■ 対象　おおむね６５歳以上で、下記のいずれかに該当する方。
　　　　 ①ひとり暮らし　
　　　　 ②高齢者夫婦世帯
　　　　 ③親子等高齢者のみの世帯　　
■ 内容　月曜から金曜（祝祭日及び年末年始を除く）に、各日昼食
　　　　 をお届けします。
■ 費用　１食３００円（原則月ごとのお支払いです）　
■ 申込　所定の「利用申込書」に必要事項をご記入のうえ、健康福
　　　　 祉課に提出してください

認知症の人を支え合う「認知症サポーター養成講座」
　認知症を正しく理解して地域で認知症の人や家族を温かく支えていただく「認知症サポーター」養成講座を
実施しています。部落や自治会、職場等の集まりに出向きます。電話でお気軽にお問い合わせください。

「野菜が豊富に入っていて栄養バランスがよく大変おいしくいただいています」と、利用者にも好評！

▲菊池きゑさん（小松）
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国
民
全
員
が
加
入
し
ま
す

　日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険
料

は
、
現
在
の
受
給
者
の
年
金
に
あ

て
ら
れ
、
将
来
は
現
役
世
代
の
保

険
料
に
支
え
ら
れ
て「
基
礎
年
金
」

と
い
う
共
通
の
年
金
が
受
け
ら
れ

る
し
く
み
で
す
。
国
民
年
金
の
加

入
者
の
こ
と
を
「
被
保
険
者
」
と

い
い
、
職
業
や
保
険
料
の
納
め
る

方
法
に
よ
り
３
つ
の
種
別
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。（
下
図
参
照
）

 

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

 

納
め
ま
し
ょ
う

≪

平
成
27
年
度
保
険
料
月
額
： 

１
５
５
９
０
円≫

　未
納
期
間
が
あ
る
と
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
経
済
的
に
保
険
料
を
納
め

る
の
が
困
難
な
人
な
ど
の
た
め

に
、
免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
前
納
や
口
座
振
替
の
早

割
制
度
に
よ
り
、
保
険
料
が
割
引

に
な
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

知
っ
得
！
国
民
年
金
！

■
社
会
保
険
料
控
除

　納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に
申
告
す

れ
ば
、全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
後
納
制
度

　後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
を
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間

に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
が
増
え
た
り
受
給
資
格
の
な
か
っ
た
方
で

も
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
左
記
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

■
お
得
な
前
納
制
度

　国
民
年
金
保
険
料
を
複
数
月
分
ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第３号被保険者
２０歳以上６０歳未満で第
２号被保険者に扶養されて
いる配偶者

自分で納める必要はありません

第２号被保険者
厚生年金・共済組合に加入し
ている会社員、公務員など

事業所などを通して
保険料を納めます

第１号被保険者
２０歳以上６０歳未満で自営
業、農林業、学生の人など

自分で保険料を納めます

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　「年
金
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る

と
、
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
額

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
の
試
算
も
可
能
で
す
。

　詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
米
沢
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間

　
　
　い
い
み
ら
い

 
11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　日本
年
金
機
構
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置

づ
け
、
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

普
及
・
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平成２７年度分国民年金保険料での前納保険料額

納付方法
定額保険料
(15,590 ×納付月）

・現金払

・クレジット　

　カード

口座振替

1 か月分

翌月支払
15,590 円 15,590 円

15,590 円

1か月分

当月支払

15,540 円

（△ 50円）

６か月分 93,540 円
92,780 円

（△ 760円）

92,480 円

（△ 1,060 円）

１年分 187,080 円
183,760 円

（△ 3,320 円）

183,160 円

（△ 3,920 円）

２年分 ※ 382,200 円 ー
366,840 円

（△15,360円）
（ ）内は割引額

※平成 27 年度：15,590 円× 12 か月＝ 187,080 円
　平成 28 年度：16,260 円× 12 か月＝ 195,120 円で算出しています。

・「前納」で納付する場合には手続きが必要です。
・口座振替の手続は期限がありますので、町住民生
　活課にお問い合わせください。
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健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉１２月１４日㈪、２８日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

すくすく赤ちゃん健康診査
〈期　　日〉１２月１８日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２７年７月１６日～９月１５日生ま
　　　　　　れの乳児

〈内　　容〉身体測定、診察など
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

３歳６か月児健康診査
〈期　　日〉１２月２５日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２４年５月～６月生まれの幼児
〈内　　容〉身体測定、内科・歯科検診など
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、問診票、尿、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票を郵送します。

　１１月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が 11 月２日か
ら 12 月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２７年１２月１日～平成２８年１１月３０日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２７年１１月３０日までご
使用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証
の有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 １１月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１２月１７日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 25 年 12 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 10 月、平成 25 年 6 月
平成 24 年 12 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

問置賜保健所　 　　　   ☎２２－３８７２
問精神保健福祉センター ☎０２３－６２４－１２１７
問山形県警察本部　　　 ☎０２３－６３５－１０７４
問山形県健康福祉企画課 ☎０２３－６３０－２３３２

山買わない・使わない・かかわらない！　　　
形県危険ドラッグ撲滅運動強化月間
～１１月２日㈪から１２月１日㈫まで～

　危険ドラッグは、麻薬や覚せい剤と同様、または
それ以上の有害性があり、さまざまな健康被害を引
き起こします。
　意識障害や呼吸困難を起こして死に至ることもあ
り、実際に死亡事故や意識障害による交通事故も多
く発生しています。
　危険ドラッグに関する情報や困りごとなど、お気
軽にご相談ください。

体ウォーキング推進事業　　　　　　　　　　
を動かし、健康づくりに取組もう！

　町では、ウォーキング推進事業を行っています。
その事業の一つ、「まちブラ健幸ウォーキング」を
川西歩こう会と共催し、10 月 17 日に開催しました。
　気持ちの良い秋晴れの中、24 名の参加者と小松
地区内を歩きました。参加者同士、会話も楽しみな
がら全員が約 4㎞を完歩しました。
　また、もう一つの「楽笑健歩」には、10 月末現
在で 74 名が参加して下さいました。参加者の中に
は 2 回目の「楽笑健歩」に取り組んで下さってい
る方もいて、「体がスッキリして、よく眠れた」「健
康に対する意識を持つことができた」「意識して歩
くようになった」などの声が聞かれました。
　これからも自分のペースで体を動かし、楽しみな
がら健康づくりに取り組んでいきましょう。

～楽笑健歩目標達成者～
　3 か月以内に 60 万歩達成おめでとうございま
す！目標を達成された方をご紹介します。
後藤しづゑさん　山口誠さん　上村正人さん　大内
通典さん　片倉壮さん　勝見渡さん他 26名の方が
目標達成しました。（１０月２３日現在）

適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　★
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
★

病
院
を
変
え
る
た
び
に
検
査
や
診
察
を
や
り
直
す
こ
と
で
、
身
体
的
、
経
済
的
な
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
自
分
の
判
断
だ
け
で
次
々
と
転
院
す
る
は
し
ご
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
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老齢基礎年金額（年額）
　　　　７８万１００円

（４０年間すべて納めた場合）

遺族基礎年金額（年額）
＊子 (１人 )のある配偶者
　が受ける場合
　　　１００万４,６００円
＊子 (１人 )が受ける場合
　　　　７８万　１００円

付加年金額（年額）
２００円

×
付加保険料納付月数

寡婦年金額（年額）
夫が受けられたであろう
第１号被保険者にかかる
老齢基礎年金の４分の３

死亡一時金額
第１号被保険者として保険
料を納めた期間に応じて

１２万円～３２万円

※平成２７年４月現在

※平成２７年４月現在

※平成２７年４月現在

●
65
歳
に
な
っ
た
と
き

【
老
齢
基
礎
年
金
】

　国
民
健
康
保
険
料
を
25
年
以
上

（
免
除
期
間
含
）
納
め
た
人
が
、

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。
繰
上
げ
支
給
や
繰
下
げ
支

給
に
よ
り
、
65
歳
に
な
る
前
や
66

歳
以
降
に
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

　け
が
や
病
気
で
、
障
害
等
級
の

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
で
あ
る
人
は
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

 

受
け
ら
れ
る
年
金
は
？

【
遺
族
基
礎
年
金
】

　国
民
年
金
の
加
入
者
な
ど
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
そ
の
人
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子

の
あ
る
配
偶
者
」
ま
た
は
「
子
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
付
加
年
金
】

　国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

な
い
第
１
号
被
保
険
者
は
、
定

額
の
保
険
料
を
納
付
す
る
際
に
、

あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ

れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

【
寡
婦
年
金
】

　第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を

含
む
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が
年

金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、

10
年
以
上
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
妻

が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
死
亡
一
時
金
】

　第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
が
３
年
以
上
あ

る
人
が
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基

礎
年
金
の
い
ず
れ
も
受
け
ず
に
亡

く
な
っ
た
と
き
、
亡
く
な
っ
た
人

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
遺
族

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

●
第
１
号
被
保
険
者
の
独
自
給
付
制
度
も
あ
り
ま
す

障害基礎年金額（年額）
＊１級障害 ９７万５，１００円
＊２級障害 ７８万　１００円

　こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
年
金
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
頃
の
疑
問
点
な
ど
な
ん
で
も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。 離

婚
し
た
時
の
年
金
分
割
～
２
年
以
内
に
届
け
出
下
さ
い
～

離
婚
な
ど
を
し
た
際
に
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
当
事
者
間
で

分
割
で
き
る
制
度
で
す
。

請
求
期
間
：
離
婚
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
以
内
、
ま
た
は
相

手
方
の
死
亡
日
の
１
か
月
以
内
の
い
ず
れ
か
早
い
期
日
ま
で

問
日
本
年
金
機
構 

米
沢
年
金
事
務
所 

☎
22
ー
４
２
２
０

問
日
本
年
金
機
構
米
沢
年
金
事
務
所

　☎
22
ー
４
２
２
０
　問
町
住
民
生
活
課
　戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
５

国民年金の主な届け出先（20歳～ 60歳未満の方）
被保険者区分 変更理由 届け出先

 第 1 号被保険者
 自営業、学生、無職の方など

就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第 2 号被保険者
 会社員、公務員など

退職したとき 町住民生活課
退職して配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第３号被保険者
 第２号被保険者の扶養になっ 
 ている配偶者

配偶者が退職したとき

町住民生活課
配偶者の扶養から外れたとき
離婚したとき
配偶者が６５歳になったとき
就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

●
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

届
出
忘
れ
ず
に
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～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　歯は宝！健康な歯を守るのは、私自身！！

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

いきいき
元気！
～Ｎｏ７～

～今日からできる！
　　　　　　わたしの歯の健康づくり～
◆食べたら、しっかり歯磨きを
　歯と歯の間の汚れも取り除こう！
◆定期的に歯と歯ぐきの健診を！
◆ダラダラ食いはむし歯の原因！
　規則正しい食生活を心がけ、良く噛んで　
　食べましょう
◆歯磨き粉や歯科医院でのフッ素塗布など、
　上手にフッ素を利用しよう

　（幼児～中学生までは、町事業で実施しています）

歯の役割ってなに？

・食べものを噛み砕き、消化・吸収を助ける。
・発音を助ける。
・顔の形を整える。
・噛むことで脳に刺激を与える。

会話がスムーズに出来たり、美
しい表情を作ることができるの
も、歯のおかげです！！
　健康的な生活をするためにも、
歯は欠かせないものです。

むし歯予防は、家族全員で！　はじめよう、歯と口の健康づくり

歯を失う二大原因、それは、歯周病とむし歯です。成
人の 80％以上が歯周病と言われています。　　　

　平成 25年度に町民のみなさんに行ったアンケートによ
ると、過去 1年間に歯科健診を受けた人の割合は 50.3％
でした。
　定期的な歯科健診は、歯と歯ぐきの状態を確認し、必要
な時に素早く対応するために大切なことです。長く付き合
えるかかりつけ医を見つけ、定期的に歯の健診を受けま
しょう。

そして、一生健康な歯で生活するためには、赤ちゃん
の頃からむし歯予防に取り組んでいくことが大切で

す。小さな頃は、お子さん 1人だけでむし歯予防に取り
組むことはできません。「毎日の仕上げ磨き」、「甘い食べ
物や飲み物を控える」、「1歳を過ぎたら、哺乳瓶・母乳を
卒業する」など、ご家族全員でお子さんの歯を守りましょう。

■歯無料受診のチャンスです！　　　　　　
周疾患検診はお済みですか？

　平成 27年度の歯周疾患検診は、12月 31 日で終了
となります。10年に 1度の無料で受診できるチャン
スです。歯科医療機関で治療や定期健診をされていな
い方は、ぜひ町の検診を利用し、ご自身の歯と歯ぐき
の状態を確認しましょう。
　詳細については、7月に個別通知しておりますので、
案内文をご確認ください。
＜平成 27年度対象者＞
４０歳　昭和５０年 4月 2日～昭和５１年 4月 1日
５０歳　昭和４０年 4月 2日～昭和４１年 4月 1日
６０歳　昭和３０年 4月 2日～昭和３１年 4月 1日
７０歳　昭和２０年 4月 2日～昭和２１年 4月 1日
※平成２８年 4月 1日現在の年齢
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

■ 8受賞おめでとうございます！　　　　　
020 達成者コンクール　H27 年度結果！

　県歯科医師会主催で、80歳以上で自分の歯を20本
以上もつ方のコンクールが実施され、以下の方が優良賞
を受賞されました。
○小林花月丸さん (上小松 )　○斉藤幸さん（上小松）
○伊藤稔さん（上小松）　○高梨善兵衛さん（上小松）
○佐藤修男さん（上小松）　○島貫昭男さん（時田）
受賞者から歯を失わない秘訣を一言いただきました。
「歯みがきを毎食後に欠かさずしています」
「かかりつけ歯科医で定期的に診てもらっています」
「少し歯がおかしいと思ったらすぐ歯医者にいきます」
「魚を骨ごと食べています」
元気で楽しい生活の要となるお口の健康。みなさんもお
口のケアを大切に！
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０
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人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は

　農
業
が
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
い
る
中
、
５
年
後
、
10
年
後
の

地
域
農
業
の
あ
り
方
を
地
域
や
集

落
の
農
業
者
な
ど
に
よ
る
話
し
合

い
で
決
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　地
域
で
、
中
心
と
な
る
経
営
体

（
地
域
の
担
い
手
、
農
地
の
受
け

手
）
を
決
め
、
農
地
の
集
積
計
画

や
利
用
図
作
成
な
ど
、
将
来
的
な

「
集
落
営
農
の
未
来
設
計
図
」
を

描
い
て
い
き
ま
す
。
町
で
は
こ
れ

を
も
と
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

と
し
て
作
成
し
ま
す
。

●各地区人・農地プランの概要（平成２７年１０月末現在）
地区名エリア 作成年月

更新年月
中心となる
経営体数

連携する
農業者

その他の
農業者 特徴ある今後の地域農業のあり方

東沢 (297.1ha)
東沢地区全域

平成 24 年 12 月
平成 26 年 11 月 12 経営体 ４経営体 64 経営体 ・漬物やそばを活用した６次産業化の取り組み

から、農業収益の向上を目指していく。

坂町 (34.3ha)
坂町地区

平成 25 年 3 月
平成 27 年 6 月 3 経営体 7 経営体 10 経営体 ・地域内の農地集積を進め、将来的には中心と

なる経営体の新規就農者２名に集積していく。

東大塚 (91.4ha)
東大塚地区

平成 25 年 6 月
平成 27 年 3 月 6 経営体 5 経営体 11 経営体 ・水稲と合わせて基盤整備を契機とした土地利

用型園芸作物を導入し、地域の活性化を図る。

吉島 (1,006.1ha)
吉島地区全域

平成 25 年 6 月
平成 27 年 8 月 103 経営体 23 経営体 185 経営体

・町内の８割以上の紅大豆を生産する一大生産
地であることから、紅大豆生産研究会と連携し
た加工品の開発などの取り組みを行う。

小松（401.7ha)
小松地区全域

平成 26 年 1 月
平成 27 年 2 月 25 経営体 5 経営体 170 経営体

・大豆や野菜、香草を活用した加工品の取り組
みを行う。また、こまつ市への参加、商店・Ｊ
Ａと連携し農業収入の向上を目指す。

犬川 (563.8ha)
犬川地区全域

平成 26 年 1 月
平成 27 年 8 月 73 経営体 5 経営体 107 経営体

・後継者がスムーズに就農できるよう、基盤整
備を進め、農業環境の整備を図り、基盤整備を
契機とした園芸作物の産地化を目指す。

中郡中央 (91.5ha)
莅・太夫小屋

・遠江小屋地区
平成 26 年 1 月
平成 27 年 3 月 5 経営体 3 経営体 42 経営体

・稲作と大豆・野菜・果樹の複合経営を進め、
適期収穫による良品質な収穫物を生産し、安定
的な出荷を行う。

玉庭 (419.4ha)
玉庭地区全域

平成 26 年 1 月
平成 26 年 11 月 15 経営体 14 経営体 145 経営体

・町内随一の米沢牛肥育地域として、更なる品
質向上を図る。また、耕畜連携を積極的に進め、
飼料生産の拡大を図る

時田 (231.1ha)
時田地区

平成 26 年 8 月
平成 27 年 8 月 16 経営体 2 経営体 65 経営体

・主食用水稲と有畜農家に供給する飼料作物な
どを中心に地域農業を展開していく。今後も耕
畜連携を推進し、経営安定化を図る。

下奥田 (118.8ha)
北向・荒窪・
八幡原地区

平成 26 年 11 月
平成 27 年 2 月 9 経営体 12 経営体 18 経営体

・複合経営の推進と、地域内食品加工者と連携
した加工製品製造と町 6 次産業拠点施設の活用
による所得向上を図る。

大塚菊田 (57.4ha)
大塚菊田地区 平成 27 年 3 月 6 経営体 16 経営体 9 経営体

・複合経営の推進と、地域内加工食品と合わせ
て農産物の高品質・多品目生産による所得向上
を目指す。

大塚南方(113.7ha)
大塚南方地区 平成 27 年 3 月 18 経営体 10 経営体 71 経営体

・水稲を軸に畜産、飼料作物、園芸作物などへ
の複合経営を推進する。また、耕畜連携や資源
循環などを推進し、経営の安定化を図る。

大塚北方 (96.5ha)
大塚北方地区 平成 27 年 3 月 14 経営体 6 経営体 50 経営体

・地元食品加工者との連携や、果樹・野菜など
の安定生産により所得向上を目指す。耕畜連携・
農地集積による労働時間・経費の削減を図る。

中大塚 (202.8ha)
中大塚地区 平成 27 年 3 月 23 経営体 14 経営体 68 経営体

・基盤整備事業を契機に、水稲、土地利用型の
野菜と収益性の高い労働集約型の野菜の生産振
興を目指す。

堀金 (233.5ha)
東部１～ 4 地区 平成 27 年 3 月 25 経営体 12 経営体 48 経営体

・水稲、大豆、飼料作物、園芸作物などの複合
経営を推進する。周年農業の確立など、新規就
農しやすい環境整備を進める。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

エリア面積合計 3,971.2ha 全水田面積におけるプランカバー率 約 90％

川
西
町
の

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
概
要

　町
で
は
、
平
成
23
年
か
ら
地
区

内
で
の
徹
底
し
た
話
し
合
い
を
推

進
し
、
今
後
の
地
域
農
業
・
集
落

営
農
の
在
り
方
を
示
す
プ
ラ
ン
作

成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　現
在
、
15
地
区
で
プ
ラ
ン
が
作

成
さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
１
地
区
で

作
成
が
予
定
さ
れ
、
町
全
体
で
プ

ラ
ン
が
作
成
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 

　今
後
と
も
地
域
に
根
差
し
た

人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
あ
る
た
め
に
、

農
業
者
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な

話
し
合
い
へ
の
参
加
を
促
す
と
と

も
に
、
定
期
的
な
見
直
し
も
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

まちからのお知らせ
town information
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まちからのお知らせ
town information

■若海外で自分を磨いてこよう！　　　　　
者の海外研修を応援します！

　町では、まちづくり活動に不可欠な行動力と広い視
野を持った人材の育成を図るために、海外研修を実施
する若者を支援します。補助金の交付を希望する方は、
研修計画等を記載した企画書を提出のうえ、審査を通
過することが必要となります。
■ 対 象 者　町内に在住する概ね１８～３９歳の個
　　　　　　 人またはグループで、研修の成果を広
　　　　　　 く報告し、まちづくり活動に積極的に
　　　　　　  参加できる方
■ 対象事業　国外におけるまちづくりの研修活動（た
　　　　　　 だし、平成２８年３月末日までに事業
　　　　　　 を完了すること）
★実例１　国名：カナダ
　・内容　ホームステイをし、語学習得しながら世界
　　　　　中に友達を作って川西町の魅力を発信した。
★実例２　国名：オーストラリア
　・内容：川西町の農業振興に活かすため、レストラ
　　　　　ンでは日本食の評判を聞き込み、スーパー
　　　　　では米の価格や売上の調査を実施した。
■ 対象経費　研修に係る旅費、活動経費
　　　　　　（町の規定にならう）
■ 助 成 率　対象経費の４／５以内（最大４０万円）
■ 申込締切　平成２８年１月２９日㈮
■ そ の 他　町まちづくり課に交付要綱（企画書等
様式）を準備しています。詳しくは下記までご連絡く
ださい。
 １２月１１日㈮まで提出された分について審査会を
実施します。それ以降は、企画書提出順に審査・交付
決定を行いますが、予算が無くなり次第終了とします。
問町まちづくり課　地域づくり推進室☎４２‐６６１３

■精心身のリフレッシュに！参加無料！　　
神障がい者の家族教室開催

　精神障がいを持つ方のご家族を対象に、心身のリフ
レッシュを目的とした家族の交流会を行います。ぜひ
ご参加ください。
■ 日　時　１２月１７日㈭ 午前１０時３０分～
　　　　　 昼食後解散
■ 場　所　中央公民館　２０１号室
■ 対象者　精神障がい者の方のご家族
■ 内　容　①クリスマス風フラワーアレンジメント
　　　　　　 づくり
　　　　　 ②家族の交流会（昼食会）
■ 方　法　事前に電話で下記にお申し込みください。
問町健康福祉課福祉グループ　☎４２－６６３５

■障相談コーナーあり　　　　　　　　　　
がい者福祉制度研修会のご案内

　川西町の障がい者福祉制度について研修会を開催し
ますので、ご参加ください。
■ 日　時　１１月２４日㈫　午後１時３０分～３時
■ 場　所　生きがい交流館
■ 対象者　障がい者やその家族、関心のある方など
■ その他　研修会終了後、相談コーナーを設けます
問町健康福祉課福祉グループ　☎４２－６６３５

■薪平成 27 年度追加募集！！　　　　　　　
ストーブの導入を支援します！

　薪ストーブ等導入促進助成の追加募集を行います。
■ 対象者　町内にお住まいの方で、今年度中に、町
　　　　　 内の住宅、事務所、農業用施設などに薪
　　　　　 ストーブなどを設置する方
■ 助成対象経費及び助成金額
①薪ストーブ購入、取り付け等に係る経費の１／３以
　内の額で、上限が７万円
②ペレットストーブ購入、取付等に係る経費の１／３
　以内で、上限５万円
①、②いずれかを予算の範囲内で交付します。■ 締
切日　平成２８年１月１５日㈮
問町農地課農村林務グループ　☎４２－６６４６

■震２０３０年まで応援します！　　　　　
災孤児遺児応援金の申請者募集

　愛知ボランティアセンターでは、東日本大震災でお
父さん・お母さんを亡くした子ども達を応援するため
の「震災孤児遺児応援　ワンコイン・サポーターズ
２万人プロジェクト」を行っています。
■ 応募資格　２つの条件をともに満たす方
①東日本大震災による直接的、間接的な理由でご両親
　（のどちらか）、または保護者を亡くされた方
②２０１６年３月３１日時点で１８歳以下の方（定時
　制高校生は１９歳以下も可）
■ 申込締切　平成２８年３月末日（当日消印有効）
■ 応募方法　必要書類に記載の上、下記までお送り
　　　　　　 ください。
問 NPO 法人被災者応援愛知ボランティアセンター
☎０８０－４５３０－３１１７

■空売却、賃借可能な空き家さがしてます！
き家を活用しませんか？

　町では、移住に関する相談窓口を設け、売却や賃貸
が可能な空き家の紹介等（川西町空き家バンク事業）
を行っています。
　現在、本町へ移住を希望される方からの問い合わせ
は増加傾向にあります。空き家の活用に関する支援事
業もございますので、空き家の有効活用を考えられて
いる方は、下記までお問い合わせください。
問町まちづくり課地域づくり推進室 ☎４２－６６１３
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●税金の納期内納付を
　今月は、固定資産税・都市計画税第４期、国民健康
保険税第５期、介護保険料第５期、後期高齢者医療保
険料第５期の納付月です。納付期限は１１月３０日（口
座振替も１１月３０日）になりますので、早めの納付
や口座残高の確認をお願いします。
　口座振替を利用されている方は、口座残高不足等に
より口座振替とならなかった場合、再度の振替ができ
なくなりますのでご注意ください。

■第12 月 1 日～ 10 日まで　　　　　　　　
６７回人権週間

　１９４８年の国際連合の総会におい
て「世界人権宣言」が採択されことを
記念して、法務省により翌年の昭和２４年から毎年こ
の期間を「人権週間」と定め、各種事業を展開してお
ります。
　本町でも期間中「人権なんでも相談所」を次のとお
り開設します。
　夫婦・家族間のいざこざ、学校でのいじめ、子供・
高齢者への虐待、近所とのトラブル、遺産相続、騒音・
悪臭などの公害、土地の境界問題、登記、戸籍等、気
軽にご相談ください。相談は無料で秘密は厳守します。
■ 日　時　１２月１日㈫ 午後１時３０分～４時
■ 場　所　生きがい交流館
■ 人権擁護委員の皆さん　
　島貫明さん ( 上小松 )、髙根功さん ( 尾長島 )
　長谷川讓治さん ( 玉庭 )、安部眞さん ( 下小松 )
　後藤友子さん ( 西大塚）大河原美千代さん ( 上小松 )
問町住民生活課 戸籍住民グループ ☎４２―６６１５

●便利で安全な口座振替を
　納付月の口座振替日に指定の口座から自動振替で納
付ができます。新たに利用される方は、金融機関窓口
にある口座振替依頼書に必要事項を記入のうえ、振替
先となる金融機関へ提出してください。申し込みされ
た翌月又は翌々月から振替を開始します。
　利用できる金融機関は次の本店及び各支店です。
山形銀行・山形おきたま農業協同組合
山形中央信用組合・米沢信用金庫・ゆうちょ銀行
●督促状の送付について
　納付期限までに完納されない納税義務者に対し、納
付期限後２０日以内に督促状を送付しています。納付
期限までに納め忘れがないようご注意ください。
　なお、町が納付を確認するには、金融機関などで納
付いただいてから若干の日数がかかります。納付書の
納付期限を過ぎて納付されると、行き違いで督促状が
発送されてしまう場合がありますので、トラブルを避
けるためにも、納付期限内の納付をお願いします。

問町税務収納課収納グループ ☎４２－６６３４

■ププレミアム率２０％！　　　　　　　　
レミアム付商品券販売開始

　1,000円券12枚（計12,000円分）の商品券を１セッ
ト 10,000 円で販売します。

〔１セットあたりのプレミアム額 2,000 円〕
■ 販売条件　１世帯あたり購入数は５セットまで

（子育て応援パスポート保有世帯は８セットまで）
なお、商品券は現金販売のみとし、売切れ次第販売終
了となります。
■ 販売総数　５，０００セット
■ 利用期間　平成 27 年１１月２１日㈯～平成 28 年
　　　　　　 ３月３１日㈭まで
■ 販売期日及び販売場所
・１１月２１日㈯　午前９時３０分～午後３時３０分
　中央公民館大ホール
・１１月２１日㈯　午前９時３０分～午後１時
　小松地区を除く、各地区交流センター
※販売残部は、町内指定販売店、商工会で販売します。
問町産業振興課商工観光グループ ☎４２－６６４５

■ 11   もしかして あなたが救う 小さな手
月は児童虐待防止月間

―虐待が起きない、見過ごさない地域づくりを―
　虐待は、どこの家にも誰にでも起こりうる身近な問
題です。地域の方々のちょっとした「目くばり」「気
くばり」で子どもたちを虐待から救えます。
　気になることがありましたら、下記までご連絡くだ
さい。

【平日の連絡先】午前８時３０分～午後５時１５分
　問町健康福祉課 福祉グループ 　☎４２－６６３５

【土・日・祝日・夜間の連絡先】
　問川西町役場宿日直受付 ☎４２－２１１１
　問児童相談所全国共通 3 ケタダイヤル　
　☎１８９（いちはやく） 
　上記健康福祉課及び児童相談所では、日ごろから出
産や子育てに悩んでいたり、子育て支援サービスを利
用したいという方のご相談もお受けしています。ひと
りで悩まず、お気軽にご相談ください。

■里あたたかい愛情と理解を　　　　　　　　
親家庭を募集しています

　里親とは、さまざまな事情により家庭で暮らせなく
なったお子さんを自分の家庭に迎え入れて、温かい愛
情と理解を持って養育してくださる方をいいます。
　里親には養育費として、里親手当、生活費、学校教
育費、子どもの医療費などが支払われます。
　制度の内容など、詳しくは下記にお問合せください。
問山形県中央児童相談所☎０２３－６２７－１１９８
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問町教育総務課 教育総務グループ ☎４２－６６５９

指定食材 ニンジン（北海道産）
※１０月２２日献立食材

食材 No． 給食－１０２２－川西－５－ニンジン

検査日
及び単位

（ベクレル/ｋｇ）
１０月２１日

ヨウ素 不検出（＜５．５）

セシウム 134 不検出（＜７．９）
セシウム 137 不検出（＜９．７）

❖県外産食材の学校給食検査結果
学校給食放射性物質検査について

■川募 集 1 名！　　　　　　　　　　　　　
西町子ども・子育て会議委員の募集

  町では、平成２７年４月にスタートした「子ども・
子育て支援新制度」に基づき、子育て支援事業を実施
しています。新制度の実施や、その事業計画等につい
てご意見をいただく場として「川西町子ども・子育て
会議」を設置しておりますが、現委員の２年間の任期
が満了となることから、次期の委員を募集します。
■ 要　件　町内に住所を有する満２０歳以上の方で
　　　　　 子育て支援に関心のある方
　　　　　 ただし、地方公共団体の議員、職員は応
　　　　　 募できません。
■ 任　期　委嘱の日から平成２９年３月３１日まで
■ 締　切　１２月４日㈮午後５時（当日必着）
■ 応　募　応募用紙に必要事項を記入の上、下記に
　　　　　 提出してください。
　　　　　 応募用紙はホームページからダウンロー
　　　　　 ドすることができます。
■ 選　考　応募された方の中から必要に応じて面接
　　　　　 を行ない選考します。
問町教育総務課子育て支援グループ ☎４２－６６７１

パソコン教室を開催します
■ 場　　所　中央公民館 ４０１号室
◆１２月７日㈪　午前１０時～午後３時　
　「ワードや年賀状作成ソフトを使って年賀状を作ってみよう！！」 
◆１２月８日㈫　午前１０時～午後３時　「タブレット入門～案内に便利、チラシを作ってみよう！～」
※１２時～午後１時お昼休憩を含みます。
※「パソコン、タブレット、インターネットなんでも相談コーナー」を設けます。

定 員
１０名
参加費
無 料

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３
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■川沢山の応募、ありがとうございました！
西町省エネチャレンジ結果発表！

　昨年に引き続き「川西町省エネチャレンジ」を実施
し、参加者の皆さんには、それぞれ工夫しながら節電
に取り組んでいただきました。ご協力ありがとうござ
いました。
～結果発表～　(一人当たりの削減率 )
■ 最優秀賞　淀野　慎二さん　　　削減率 11％
■ 優秀賞　　佐藤　千恵美さん　　削減率 8％
 　　　　　　片倉　和之さん　　　削減率 8％
　冬季も暖房や照明などで電気の需要が多くなる季節
です。体調には十分気をつけ、無理のない範囲で節電
にご協力お願いします。
問町住民生活課 生活環境グループ ☎４２－６６１８

■県民手帳・農業日誌・ファミリー日誌・　
新農家暦を販売中！

○ 県民手帳　　　　　　６００円
○ 農業日誌　　　　 １, ５００円
○ ファミリー日誌　 １, ５００円
○ 新農家暦　　　　　　５２０円
■ 申込場所　

最寄りの統計調査員または町企
画財政課政策調整グループまで
お申し込みください。

※ 伏見屋書店（上小松）でも取り扱います。
問町企画財政課 政策調整グループ ☎４２－６６９５
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■ 12月からの「資源ごみ」回収は　　　
地区交流センター前で！

　冬期間（１２月から３月）の資源ごみ（ビン・缶・
古紙）回収場所は各地区交流センター前となります。
詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご確認ください。
　回収された空き缶やビン・紙類は貴重な資源であり
町の収入源になります。皆様のご協力をお願いいたし
ます。

問町住民生活課 生活環境グループ ☎４２－６６１８

■農お 忘 れ な く！　　　　　　　　　　　　
業用ビニール等を回収します

　川西町農業用使用済プラスチック適正処理推進協議
会では、環境保全の取り組みとして廃棄処分する農業
用ビニール等を無料または有料で回収しますので、指
定場所までご持参ください。
■ 日　時  １１月２６日㈭ 午前９時２０分～１１時３０分
　　　　　　　　　　　 ・午後１時～２時３０分
　　　　   １１月２７日㈮ 午前９時～１１時３０分
　　　　　　　　　　　 ・午後１時～２時００分
■ 場　所　川西町埋蔵文化財資料展示館北側駐車場
　　　　　 （上小松８１３－１）
■ 処理料金　
① 良質リサイクル品（リサイクルできるきれいなもの） …無料
②リサイクル品（農ビ・農ポリ・マルチ・肥料袋・育

苗箱等）…４７円／ｋｇ（税別）
③再生不向き品（ホース・反射シート・不織布・ブル

ーシート等）…１, ３５０円／専用袋（税別）
■ 取扱物　農業用ビニール・ポリ・プラスチック等
問町産業振興課 農業グループ ☎４２－６６４１
問ＪＡ山形おきたま川西支店振興担当 ☎４２－２１５０

■年希望者はお早めに！　　　　　　　　　
末時期のし尿汲み取りについて

　年末のし尿汲み取りは毎年大変込み合います。年内
（１２月２８日まで）の汲み取りを希望される場合は、
１２月１１日㈮までお申込みください。
　また、汲取手数料が未納の場合は、お申込みができ
ませんので、期限内の納付にご協力をお願いします。
問南陽クリーンセンターし尿汲み取り申込所
☎４０－２６１２（受付：平日８時３０分～１７時）

■か定員 16 名の人気講座！！　　　　　　　
わにしまちキッズキッチン（クリスマス編）

　子どもだけで料理を作る食体験教室です。
「自分でできた、楽しい、おいしい」の体験から、子
どもの生きる力を育みます。
■ 日　時　１２月６日㈰ 午前９時３０分～午後１時
■ 場　所　川西町農村環境改善センター
■ 対　象　年長児、小学１～３年生
■ 参加費　子ども一人につき１，５００円
■ 内　容　子どもたちだけで調理実習し、親子で試
　　　　　 食します。
■ 講　師　NPO 法人　食育ママ　加藤　弥栄子　氏
■ 申　込　１１月２０日㈮までお申し込みください。
＊申し込み多数の場合は抽選となります。
＊受講決定の方へ案内を送付いたします。
問町健康福祉課健康推進グループ　☎４２ー６６４０

■米定員 20 名！ご飯を使ったお菓子作り　　
加工セミナー参加者募集！

　川西産米の利用拡大、６次産業化の推進を図るため
のセミナーを開催します。
セミナーでは、ご飯を５０％使用したワッフルとドー
ナツ作りを学びます。
　ご家庭で簡単に作れ、ふんわりとした食感はおやつ
にピッタリ！野菜や果物を加えるなどアイデア次第で
さまざまなバリエーションが生まれ、商品化も期待で
きます。
■ 内　容　ご飯を５０％使用したワッフルや　　　
　　　　　  ドーナツ製造の実技指導
■ 日　時

【第１回】12 月 4 日㈮　午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分
【第２回】12 月 1１日㈮ 午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分
■ 場　所　置賜農業高等学校　食品加工実習室
■ 講　師　河原　俊雄氏
　　　　　平成２５年５月まで置賜農業高等学校にて
　　　　　食品加工について指導。
■ 申　込　１１月２５日㈬　午後５時まで
問町産業振興課６次産業推進室　☎４２－６６９６

■ま得する街のゼミナール　　　　　　　　
ちゼミ川西開催！

　川西町内のお店で、お得なミニ講座を開催します！
　『まちゼミ』とは、お店の方が講師となって、その
お店が持つ専門知識やプロのコツ等などを無料で教え
るミニ講座です。
■ 期　日　１２月１日㈫～１２月６日㈰
■ 場　所　各参加店舗
■ 費　用　無料（実費負担がある講座もあります）
■ 申　込　チラシをご覧の上、参加希望の事業所に
　　　　　 直接お申込みください。
※定員がありますので、お早めにお申し込みください。
問町産業振興課商工観光グループ　☎４２ー６６４５
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問町教育総務課 教育総務グループ ☎４２－６６５９

指定食材 ニンジン（北海道産）
※１０月２２日献立食材

食材 No． 給食－１０２２－川西－５－ニンジン

検査日
及び単位

（ベクレル/ｋｇ）
１０月２１日

ヨウ素 不検出（＜５．５）

セシウム 134 不検出（＜７．９）
セシウム 137 不検出（＜９．７）

❖県外産食材の学校給食検査結果
学校給食放射性物質検査について

■川募 集 1 名！　　　　　　　　　　　　　
西町子ども・子育て会議委員の募集

  町では、平成２７年４月にスタートした「子ども・
子育て支援新制度」に基づき、子育て支援事業を実施
しています。新制度の実施や、その事業計画等につい
てご意見をいただく場として「川西町子ども・子育て
会議」を設置しておりますが、現委員の２年間の任期
が満了となることから、次期の委員を募集します。
■ 要　件　町内に住所を有する満２０歳以上の方で
　　　　　 子育て支援に関心のある方
　　　　　 ただし、地方公共団体の議員、職員は応
　　　　　 募できません。
■ 任　期　委嘱の日から平成２９年３月３１日まで
■ 締　切　１２月４日㈮午後５時（当日必着）
■ 応　募　応募用紙に必要事項を記入の上、下記に
　　　　　 提出してください。
　　　　　 応募用紙はホームページからダウンロー
　　　　　 ドすることができます。
■ 選　考　応募された方の中から必要に応じて面接
　　　　　 を行ない選考します。
問町教育総務課子育て支援グループ ☎４２－６６７１

パソコン教室を開催します
■ 場　　所　中央公民館 ４０１号室
◆１２月７日㈪　午前１０時～午後３時　
　「ワードや年賀状作成ソフトを使って年賀状を作ってみよう！！」 
◆１２月８日㈫　午前１０時～午後３時　「タブレット入門～案内に便利、チラシを作ってみよう！～」
※１２時～午後１時お昼休憩を含みます。
※「パソコン、タブレット、インターネットなんでも相談コーナー」を設けます。

定 員
１０名
参加費
無 料

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３
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■川沢山の応募、ありがとうございました！
西町省エネチャレンジ結果発表！

　昨年に引き続き「川西町省エネチャレンジ」を実施
し、参加者の皆さんには、それぞれ工夫しながら節電
に取り組んでいただきました。ご協力ありがとうござ
いました。
～結果発表～　(一人当たりの削減率 )
■ 最優秀賞　淀野　慎二さん　　　削減率 11％
■ 優秀賞　　佐藤　千恵美さん　　削減率 8％
 　　　　　　片倉　和之さん　　　削減率 8％
　冬季も暖房や照明などで電気の需要が多くなる季節
です。体調には十分気をつけ、無理のない範囲で節電
にご協力お願いします。
問町住民生活課 生活環境グループ ☎４２－６６１８

■県民手帳・農業日誌・ファミリー日誌・　
新農家暦を販売中！

○ 県民手帳　　　　　　６００円
○ 農業日誌　　　　 １, ５００円
○ ファミリー日誌　 １, ５００円
○ 新農家暦　　　　　　５２０円
■ 申込場所　

最寄りの統計調査員または町企
画財政課政策調整グループまで
お申し込みください。

※ 伏見屋書店（上小松）でも取り扱います。
問町企画財政課 政策調整グループ ☎４２－６６９５
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■ 12月からの「資源ごみ」回収は　　　
地区交流センター前で！

　冬期間（１２月から３月）の資源ごみ（ビン・缶・
古紙）回収場所は各地区交流センター前となります。
詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご確認ください。
　回収された空き缶やビン・紙類は貴重な資源であり
町の収入源になります。皆様のご協力をお願いいたし
ます。

問町住民生活課 生活環境グループ ☎４２－６６１８

■農お 忘 れ な く！　　　　　　　　　　　　
業用ビニール等を回収します

　川西町農業用使用済プラスチック適正処理推進協議
会では、環境保全の取り組みとして廃棄処分する農業
用ビニール等を無料または有料で回収しますので、指
定場所までご持参ください。
■ 日　時  １１月２６日㈭ 午前９時２０分～１１時３０分
　　　　　　　　　　　 ・午後１時～２時３０分
　　　　   １１月２７日㈮ 午前９時～１１時３０分
　　　　　　　　　　　 ・午後１時～２時００分
■ 場　所　川西町埋蔵文化財資料展示館北側駐車場
　　　　　 （上小松８１３－１）
■ 処理料金　
① 良質リサイクル品（リサイクルできるきれいなもの） …無料
②リサイクル品（農ビ・農ポリ・マルチ・肥料袋・育

苗箱等）…４７円／ｋｇ（税別）
③再生不向き品（ホース・反射シート・不織布・ブル

ーシート等）…１, ３５０円／専用袋（税別）
■ 取扱物　農業用ビニール・ポリ・プラスチック等
問町産業振興課 農業グループ ☎４２－６６４１
問ＪＡ山形おきたま川西支店振興担当 ☎４２－２１５０

■年希望者はお早めに！　　　　　　　　　
末時期のし尿汲み取りについて

　年末のし尿汲み取りは毎年大変込み合います。年内
（１２月２８日まで）の汲み取りを希望される場合は、
１２月１１日㈮までお申込みください。
　また、汲取手数料が未納の場合は、お申込みができ
ませんので、期限内の納付にご協力をお願いします。
問南陽クリーンセンターし尿汲み取り申込所
☎４０－２６１２（受付：平日８時３０分～１７時）

■か定員 16 名の人気講座！！　　　　　　　
わにしまちキッズキッチン（クリスマス編）

　子どもだけで料理を作る食体験教室です。
「自分でできた、楽しい、おいしい」の体験から、子
どもの生きる力を育みます。
■ 日　時　１２月６日㈰ 午前９時３０分～午後１時
■ 場　所　川西町農村環境改善センター
■ 対　象　年長児、小学１～３年生
■ 参加費　子ども一人につき１，５００円
■ 内　容　子どもたちだけで調理実習し、親子で試
　　　　　 食します。
■ 講　師　NPO 法人　食育ママ　加藤　弥栄子　氏
■ 申　込　１１月２０日㈮までお申し込みください。
＊申し込み多数の場合は抽選となります。
＊受講決定の方へ案内を送付いたします。
問町健康福祉課健康推進グループ　☎４２ー６６４０

■米定員 20 名！ご飯を使ったお菓子作り　　
加工セミナー参加者募集！

　川西産米の利用拡大、６次産業化の推進を図るため
のセミナーを開催します。
セミナーでは、ご飯を５０％使用したワッフルとドー
ナツ作りを学びます。
　ご家庭で簡単に作れ、ふんわりとした食感はおやつ
にピッタリ！野菜や果物を加えるなどアイデア次第で
さまざまなバリエーションが生まれ、商品化も期待で
きます。
■ 内　容　ご飯を５０％使用したワッフルや　　　
　　　　　  ドーナツ製造の実技指導
■ 日　時

【第１回】12 月 4 日㈮　午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分
【第２回】12 月 1１日㈮ 午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分
■ 場　所　置賜農業高等学校　食品加工実習室
■ 講　師　河原　俊雄氏
　　　　　平成２５年５月まで置賜農業高等学校にて
　　　　　食品加工について指導。
■ 申　込　１１月２５日㈬　午後５時まで
問町産業振興課６次産業推進室　☎４２－６６９６

■ま得する街のゼミナール　　　　　　　　
ちゼミ川西開催！

　川西町内のお店で、お得なミニ講座を開催します！
　『まちゼミ』とは、お店の方が講師となって、その
お店が持つ専門知識やプロのコツ等などを無料で教え
るミニ講座です。
■ 期　日　１２月１日㈫～１２月６日㈰
■ 場　所　各参加店舗
■ 費　用　無料（実費負担がある講座もあります）
■ 申　込　チラシをご覧の上、参加希望の事業所に
　　　　　 直接お申込みください。
※定員がありますので、お早めにお申し込みください。
問町産業振興課商工観光グループ　☎４２ー６６４５
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～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　歯は宝！健康な歯を守るのは、私自身！！

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

いきいき
元気！
～Ｎｏ７～

～今日からできる！
　　　　　　わたしの歯の健康づくり～
◆食べたら、しっかり歯磨きを
　歯と歯の間の汚れも取り除こう！
◆定期的に歯と歯ぐきの健診を！
◆ダラダラ食いはむし歯の原因！
　規則正しい食生活を心がけ、良く噛んで　
　食べましょう
◆歯磨き粉や歯科医院でのフッ素塗布など、
　上手にフッ素を利用しよう

　（幼児～中学生までは、町事業で実施しています）

歯の役割ってなに？

・食べものを噛み砕き、消化・吸収を助ける。
・発音を助ける。
・顔の形を整える。
・噛むことで脳に刺激を与える。

会話がスムーズに出来たり、美
しい表情を作ることができるの
も、歯のおかげです！！
　健康的な生活をするためにも、
歯は欠かせないものです。

むし歯予防は、家族全員で！　はじめよう、歯と口の健康づくり

歯を失う二大原因、それは、歯周病とむし歯です。成
人の 80％以上が歯周病と言われています。　　　

　平成 25年度に町民のみなさんに行ったアンケートによ
ると、過去 1年間に歯科健診を受けた人の割合は 50.3％
でした。
　定期的な歯科健診は、歯と歯ぐきの状態を確認し、必要
な時に素早く対応するために大切なことです。長く付き合
えるかかりつけ医を見つけ、定期的に歯の健診を受けま
しょう。

そして、一生健康な歯で生活するためには、赤ちゃん
の頃からむし歯予防に取り組んでいくことが大切で

す。小さな頃は、お子さん 1人だけでむし歯予防に取り
組むことはできません。「毎日の仕上げ磨き」、「甘い食べ
物や飲み物を控える」、「1歳を過ぎたら、哺乳瓶・母乳を
卒業する」など、ご家族全員でお子さんの歯を守りましょう。

■歯無料受診のチャンスです！　　　　　　
周疾患検診はお済みですか？

　平成 27年度の歯周疾患検診は、12月 31 日で終了
となります。10年に 1度の無料で受診できるチャン
スです。歯科医療機関で治療や定期健診をされていな
い方は、ぜひ町の検診を利用し、ご自身の歯と歯ぐき
の状態を確認しましょう。
　詳細については、7月に個別通知しておりますので、
案内文をご確認ください。
＜平成 27年度対象者＞
４０歳　昭和５０年 4月 2日～昭和５１年 4月 1日
５０歳　昭和４０年 4月 2日～昭和４１年 4月 1日
６０歳　昭和３０年 4月 2日～昭和３１年 4月 1日
７０歳　昭和２０年 4月 2日～昭和２１年 4月 1日
※平成２８年 4月 1日現在の年齢
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

■ 8受賞おめでとうございます！　　　　　
020 達成者コンクール　H27 年度結果！

　県歯科医師会主催で、80歳以上で自分の歯を20本
以上もつ方のコンクールが実施され、以下の方が優良賞
を受賞されました。
○小林花月丸さん (上小松 )　○斉藤幸さん（上小松）
○伊藤稔さん（上小松）　○高梨善兵衛さん（上小松）
○佐藤修男さん（上小松）　○島貫昭男さん（時田）
受賞者から歯を失わない秘訣を一言いただきました。
「歯みがきを毎食後に欠かさずしています」
「かかりつけ歯科医で定期的に診てもらっています」
「少し歯がおかしいと思ったらすぐ歯医者にいきます」
「魚を骨ごと食べています」
元気で楽しい生活の要となるお口の健康。みなさんもお
口のケアを大切に！
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０
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●各地区人・農地プランの概要（平成２７年１０月末現在）
地区名エリア 作成年月

更新年月
中心となる
経営体数

連携する
農業者

その他の
農業者 特徴ある今後の地域農業のあり方

東沢 (297.1ha)
東沢地区全域

平成 24 年 12 月
平成 26 年 11 月 12 経営体 ４経営体 64 経営体 ・漬物やそばを活用した６次産業化の取り組み

から、農業収益の向上を目指していく。

坂町 (34.3ha)
坂町地区

平成 25 年 3 月
平成 27 年 6 月 3 経営体 7 経営体 10 経営体 ・地域内の農地集積を進め、将来的には中心と

なる経営体の新規就農者２名に集積していく。

東大塚 (91.4ha)
東大塚地区

平成 25 年 6 月
平成 27 年 3 月 6 経営体 5 経営体 11 経営体 ・水稲と合わせて基盤整備を契機とした土地利

用型園芸作物を導入し、地域の活性化を図る。

吉島 (1,006.1ha)
吉島地区全域

平成 25 年 6 月
平成 27 年 8 月 103 経営体 23 経営体 185 経営体

・町内の８割以上の紅大豆を生産する一大生産
地であることから、紅大豆生産研究会と連携し
た加工品の開発などの取り組みを行う。

小松（401.7ha)
小松地区全域

平成 26 年 1 月
平成 27 年 2 月 25 経営体 5 経営体 170 経営体

・大豆や野菜、香草を活用した加工品の取り組
みを行う。また、こまつ市への参加、商店・Ｊ
Ａと連携し農業収入の向上を目指す。

犬川 (563.8ha)
犬川地区全域

平成 26 年 1 月
平成 27 年 8 月 73 経営体 5 経営体 107 経営体

・後継者がスムーズに就農できるよう、基盤整
備を進め、農業環境の整備を図り、基盤整備を
契機とした園芸作物の産地化を目指す。

中郡中央 (91.5ha)
莅・太夫小屋

・遠江小屋地区
平成 26 年 1 月
平成 27 年 3 月 5 経営体 3 経営体 42 経営体

・稲作と大豆・野菜・果樹の複合経営を進め、
適期収穫による良品質な収穫物を生産し、安定
的な出荷を行う。

玉庭 (419.4ha)
玉庭地区全域

平成 26 年 1 月
平成 26 年 11 月 15 経営体 14 経営体 145 経営体

・町内随一の米沢牛肥育地域として、更なる品
質向上を図る。また、耕畜連携を積極的に進め、
飼料生産の拡大を図る

時田 (231.1ha)
時田地区

平成 26 年 8 月
平成 27 年 8 月 16 経営体 2 経営体 65 経営体

・主食用水稲と有畜農家に供給する飼料作物な
どを中心に地域農業を展開していく。今後も耕
畜連携を推進し、経営安定化を図る。

下奥田 (118.8ha)
北向・荒窪・
八幡原地区

平成 26 年 11 月
平成 27 年 2 月 9 経営体 12 経営体 18 経営体

・複合経営の推進と、地域内食品加工者と連携
した加工製品製造と町 6 次産業拠点施設の活用
による所得向上を図る。

大塚菊田 (57.4ha)
大塚菊田地区 平成 27 年 3 月 6 経営体 16 経営体 9 経営体

・複合経営の推進と、地域内加工食品と合わせ
て農産物の高品質・多品目生産による所得向上
を目指す。

大塚南方(113.7ha)
大塚南方地区 平成 27 年 3 月 18 経営体 10 経営体 71 経営体

・水稲を軸に畜産、飼料作物、園芸作物などへ
の複合経営を推進する。また、耕畜連携や資源
循環などを推進し、経営の安定化を図る。

大塚北方 (96.5ha)
大塚北方地区 平成 27 年 3 月 14 経営体 6 経営体 50 経営体

・地元食品加工者との連携や、果樹・野菜など
の安定生産により所得向上を目指す。耕畜連携・
農地集積による労働時間・経費の削減を図る。

中大塚 (202.8ha)
中大塚地区 平成 27 年 3 月 23 経営体 14 経営体 68 経営体

・基盤整備事業を契機に、水稲、土地利用型の
野菜と収益性の高い労働集約型の野菜の生産振
興を目指す。

堀金 (233.5ha)
東部１～ 4 地区 平成 27 年 3 月 25 経営体 12 経営体 48 経営体

・水稲、大豆、飼料作物、園芸作物などの複合
経営を推進する。周年農業の確立など、新規就
農しやすい環境整備を進める。

人
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ン
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況
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せ
し
ま
す

エリア面積合計 3,971.2ha 全水田面積におけるプランカバー率 約 90％
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■若海外で自分を磨いてこよう！　　　　　
者の海外研修を応援します！

　町では、まちづくり活動に不可欠な行動力と広い視
野を持った人材の育成を図るために、海外研修を実施
する若者を支援します。補助金の交付を希望する方は、
研修計画等を記載した企画書を提出のうえ、審査を通
過することが必要となります。
■ 対 象 者　町内に在住する概ね１８～３９歳の個
　　　　　　 人またはグループで、研修の成果を広
　　　　　　 く報告し、まちづくり活動に積極的に
　　　　　　  参加できる方
■ 対象事業　国外におけるまちづくりの研修活動（た
　　　　　　 だし、平成２８年３月末日までに事業
　　　　　　 を完了すること）
★実例１　国名：カナダ
　・内容　ホームステイをし、語学習得しながら世界
　　　　　中に友達を作って川西町の魅力を発信した。
★実例２　国名：オーストラリア
　・内容：川西町の農業振興に活かすため、レストラ
　　　　　ンでは日本食の評判を聞き込み、スーパー
　　　　　では米の価格や売上の調査を実施した。
■ 対象経費　研修に係る旅費、活動経費
　　　　　　（町の規定にならう）
■ 助 成 率　対象経費の４／５以内（最大４０万円）
■ 申込締切　平成２８年１月２９日㈮
■ そ の 他　町まちづくり課に交付要綱（企画書等
様式）を準備しています。詳しくは下記までご連絡く
ださい。
 １２月１１日㈮まで提出された分について審査会を
実施します。それ以降は、企画書提出順に審査・交付
決定を行いますが、予算が無くなり次第終了とします。
問町まちづくり課　地域づくり推進室☎４２‐６６１３

■精心身のリフレッシュに！参加無料！　　
神障がい者の家族教室開催

　精神障がいを持つ方のご家族を対象に、心身のリフ
レッシュを目的とした家族の交流会を行います。ぜひ
ご参加ください。
■ 日　時　１２月１７日㈭ 午前１０時３０分～
　　　　　 昼食後解散
■ 場　所　中央公民館　２０１号室
■ 対象者　精神障がい者の方のご家族
■ 内　容　①クリスマス風フラワーアレンジメント
　　　　　　 づくり
　　　　　 ②家族の交流会（昼食会）
■ 方　法　事前に電話で下記にお申し込みください。
問町健康福祉課福祉グループ　☎４２－６６３５

■障相談コーナーあり　　　　　　　　　　
がい者福祉制度研修会のご案内

　川西町の障がい者福祉制度について研修会を開催し
ますので、ご参加ください。
■ 日　時　１１月２４日㈫　午後１時３０分～３時
■ 場　所　生きがい交流館
■ 対象者　障がい者やその家族、関心のある方など
■ その他　研修会終了後、相談コーナーを設けます
問町健康福祉課福祉グループ　☎４２－６６３５

■薪平成 27 年度追加募集！！　　　　　　　
ストーブの導入を支援します！

　薪ストーブ等導入促進助成の追加募集を行います。
■ 対象者　町内にお住まいの方で、今年度中に、町
　　　　　 内の住宅、事務所、農業用施設などに薪
　　　　　 ストーブなどを設置する方
■ 助成対象経費及び助成金額
①薪ストーブ購入、取り付け等に係る経費の１／３以
　内の額で、上限が７万円
②ペレットストーブ購入、取付等に係る経費の１／３
　以内で、上限５万円
①、②いずれかを予算の範囲内で交付します。■ 締
切日　平成２８年１月１５日㈮
問町農地課農村林務グループ　☎４２－６６４６

■震２０３０年まで応援します！　　　　　
災孤児遺児応援金の申請者募集

　愛知ボランティアセンターでは、東日本大震災でお
父さん・お母さんを亡くした子ども達を応援するため
の「震災孤児遺児応援　ワンコイン・サポーターズ
２万人プロジェクト」を行っています。
■ 応募資格　２つの条件をともに満たす方
①東日本大震災による直接的、間接的な理由でご両親
　（のどちらか）、または保護者を亡くされた方
②２０１６年３月３１日時点で１８歳以下の方（定時
　制高校生は１９歳以下も可）
■ 申込締切　平成２８年３月末日（当日消印有効）
■ 応募方法　必要書類に記載の上、下記までお送り
　　　　　　 ください。
問 NPO 法人被災者応援愛知ボランティアセンター
☎０８０－４５３０－３１１７

■空売却、賃借可能な空き家さがしてます！
き家を活用しませんか？

　町では、移住に関する相談窓口を設け、売却や賃貸
が可能な空き家の紹介等（川西町空き家バンク事業）
を行っています。
　現在、本町へ移住を希望される方からの問い合わせ
は増加傾向にあります。空き家の活用に関する支援事
業もございますので、空き家の有効活用を考えられて
いる方は、下記までお問い合わせください。
問町まちづくり課地域づくり推進室 ☎４２－６６１３
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●税金の納期内納付を
　今月は、固定資産税・都市計画税第４期、国民健康
保険税第５期、介護保険料第５期、後期高齢者医療保
険料第５期の納付月です。納付期限は１１月３０日（口
座振替も１１月３０日）になりますので、早めの納付
や口座残高の確認をお願いします。
　口座振替を利用されている方は、口座残高不足等に
より口座振替とならなかった場合、再度の振替ができ
なくなりますのでご注意ください。

■第12 月 1 日～ 10 日まで　　　　　　　　
６７回人権週間

　１９４８年の国際連合の総会におい
て「世界人権宣言」が採択されことを
記念して、法務省により翌年の昭和２４年から毎年こ
の期間を「人権週間」と定め、各種事業を展開してお
ります。
　本町でも期間中「人権なんでも相談所」を次のとお
り開設します。
　夫婦・家族間のいざこざ、学校でのいじめ、子供・
高齢者への虐待、近所とのトラブル、遺産相続、騒音・
悪臭などの公害、土地の境界問題、登記、戸籍等、気
軽にご相談ください。相談は無料で秘密は厳守します。
■ 日　時　１２月１日㈫ 午後１時３０分～４時
■ 場　所　生きがい交流館
■ 人権擁護委員の皆さん　
　島貫明さん ( 上小松 )、髙根功さん ( 尾長島 )
　長谷川讓治さん ( 玉庭 )、安部眞さん ( 下小松 )
　後藤友子さん ( 西大塚）大河原美千代さん ( 上小松 )
問町住民生活課 戸籍住民グループ ☎４２―６６１５

●便利で安全な口座振替を
　納付月の口座振替日に指定の口座から自動振替で納
付ができます。新たに利用される方は、金融機関窓口
にある口座振替依頼書に必要事項を記入のうえ、振替
先となる金融機関へ提出してください。申し込みされ
た翌月又は翌々月から振替を開始します。
　利用できる金融機関は次の本店及び各支店です。
山形銀行・山形おきたま農業協同組合
山形中央信用組合・米沢信用金庫・ゆうちょ銀行
●督促状の送付について
　納付期限までに完納されない納税義務者に対し、納
付期限後２０日以内に督促状を送付しています。納付
期限までに納め忘れがないようご注意ください。
　なお、町が納付を確認するには、金融機関などで納
付いただいてから若干の日数がかかります。納付書の
納付期限を過ぎて納付されると、行き違いで督促状が
発送されてしまう場合がありますので、トラブルを避
けるためにも、納付期限内の納付をお願いします。

問町税務収納課収納グループ ☎４２－６６３４

■ププレミアム率２０％！　　　　　　　　
レミアム付商品券販売開始

　1,000円券12枚（計12,000円分）の商品券を１セッ
ト 10,000 円で販売します。

〔１セットあたりのプレミアム額 2,000 円〕
■ 販売条件　１世帯あたり購入数は５セットまで

（子育て応援パスポート保有世帯は８セットまで）
なお、商品券は現金販売のみとし、売切れ次第販売終
了となります。
■ 販売総数　５，０００セット
■ 利用期間　平成 27 年１１月２１日㈯～平成 28 年
　　　　　　 ３月３１日㈭まで
■ 販売期日及び販売場所
・１１月２１日㈯　午前９時３０分～午後３時３０分
　中央公民館大ホール
・１１月２１日㈯　午前９時３０分～午後１時
　小松地区を除く、各地区交流センター
※販売残部は、町内指定販売店、商工会で販売します。
問町産業振興課商工観光グループ ☎４２－６６４５

■ 11   もしかして あなたが救う 小さな手
月は児童虐待防止月間

―虐待が起きない、見過ごさない地域づくりを―
　虐待は、どこの家にも誰にでも起こりうる身近な問
題です。地域の方々のちょっとした「目くばり」「気
くばり」で子どもたちを虐待から救えます。
　気になることがありましたら、下記までご連絡くだ
さい。

【平日の連絡先】午前８時３０分～午後５時１５分
　問町健康福祉課 福祉グループ 　☎４２－６６３５

【土・日・祝日・夜間の連絡先】
　問川西町役場宿日直受付 ☎４２－２１１１
　問児童相談所全国共通 3 ケタダイヤル　
　☎１８９（いちはやく） 
　上記健康福祉課及び児童相談所では、日ごろから出
産や子育てに悩んでいたり、子育て支援サービスを利
用したいという方のご相談もお受けしています。ひと
りで悩まず、お気軽にご相談ください。

■里あたたかい愛情と理解を　　　　　　　　
親家庭を募集しています

　里親とは、さまざまな事情により家庭で暮らせなく
なったお子さんを自分の家庭に迎え入れて、温かい愛
情と理解を持って養育してくださる方をいいます。
　里親には養育費として、里親手当、生活費、学校教
育費、子どもの医療費などが支払われます。
　制度の内容など、詳しくは下記にお問合せください。
問山形県中央児童相談所☎０２３－６２７－１１９８

まちからのお知らせ
town information

13　町報かわにし 平成２７年１１月１５日



健康情報ひろば

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

介護者のつどい
期日：１１月２５日㈬
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
内容：茶話会
料金：無料

問地域包括支援センター☎４２－６６３８

西大塚カフェ
期日：１２月１７日㈭
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

認知症の方を介護する家族支援

「介護者のつどい」＆「西大塚カフェ」のご案内

１人暮らし等の高齢者の方、バランスよく食べてますか ?
～配食サービス事業のご紹介～
　配食サービス事業とは、ひとり暮らしの高齢者や高齢者世帯など
の方が自立した生活を送ることができるよう栄養バランスなどを考
慮したお弁当を提供するとともに、安否の確認を行うことを目的と
しています。
　「よしじま四季の市加工所」で調理したお弁当を、シルバー人材セ
ンター会員が、利用者のご自宅に配達し、あわせて安否確認をさせ
ていただくものです。
■ 対象　おおむね６５歳以上で、下記のいずれかに該当する方。
　　　　 ①ひとり暮らし　
　　　　 ②高齢者夫婦世帯
　　　　 ③親子等高齢者のみの世帯　　
■ 内容　月曜から金曜（祝祭日及び年末年始を除く）に、各日昼食
　　　　 をお届けします。
■ 費用　１食３００円（原則月ごとのお支払いです）　
■ 申込　所定の「利用申込書」に必要事項をご記入のうえ、健康福
　　　　 祉課に提出してください

認知症の人を支え合う「認知症サポーター養成講座」
　認知症を正しく理解して地域で認知症の人や家族を温かく支えていただく「認知症サポーター」養成講座を
実施しています。部落や自治会、職場等の集まりに出向きます。電話でお気軽にお問い合わせください。

「野菜が豊富に入っていて栄養バランスがよく大変おいしくいただいています」と、利用者にも好評！

▲菊池きゑさん（小松）
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国
民
全
員
が
加
入
し
ま
す

　日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険
料

は
、
現
在
の
受
給
者
の
年
金
に
あ

て
ら
れ
、
将
来
は
現
役
世
代
の
保

険
料
に
支
え
ら
れ
て「
基
礎
年
金
」

と
い
う
共
通
の
年
金
が
受
け
ら
れ

る
し
く
み
で
す
。
国
民
年
金
の
加

入
者
の
こ
と
を
「
被
保
険
者
」
と

い
い
、
職
業
や
保
険
料
の
納
め
る

方
法
に
よ
り
３
つ
の
種
別
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。（
下
図
参
照
）

 

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

 

納
め
ま
し
ょ
う

≪

平
成
27
年
度
保
険
料
月
額
： 

１
５
５
９
０
円≫

　未
納
期
間
が
あ
る
と
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
経
済
的
に
保
険
料
を
納
め

る
の
が
困
難
な
人
な
ど
の
た
め

に
、
免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
前
納
や
口
座
振
替
の
早

割
制
度
に
よ
り
、
保
険
料
が
割
引

に
な
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

知
っ
得
！
国
民
年
金
！

■
社
会
保
険
料
控
除

　納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に
申
告
す

れ
ば
、全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
後
納
制
度

　後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
を
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間

に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
が
増
え
た
り
受
給
資
格
の
な
か
っ
た
方
で

も
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
左
記
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

■
お
得
な
前
納
制
度

　国
民
年
金
保
険
料
を
複
数
月
分
ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第３号被保険者
２０歳以上６０歳未満で第
２号被保険者に扶養されて
いる配偶者

自分で納める必要はありません

第２号被保険者
厚生年金・共済組合に加入し
ている会社員、公務員など

事業所などを通して
保険料を納めます

第１号被保険者
２０歳以上６０歳未満で自営
業、農林業、学生の人など

自分で保険料を納めます

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　「年
金
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る

と
、
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
額

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
の
試
算
も
可
能
で
す
。

　詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
米
沢
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間

　
　
　い
い
み
ら
い

 
11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　日本
年
金
機
構
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置

づ
け
、
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

普
及
・
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平成２７年度分国民年金保険料での前納保険料額

納付方法
定額保険料
(15,590 ×納付月）

・現金払

・クレジット　

　カード

口座振替

1 か月分

翌月支払
15,590 円 15,590 円

15,590 円

1か月分

当月支払

15,540 円

（△ 50円）

６か月分 93,540 円
92,780 円

（△ 760円）

92,480 円

（△ 1,060 円）

１年分 187,080 円
183,760 円

（△ 3,320 円）

183,160 円

（△ 3,920 円）

２年分 ※ 382,200 円 ー
366,840 円

（△15,360円）
（ ）内は割引額

※平成 27 年度：15,590 円× 12 か月＝ 187,080 円
　平成 28 年度：16,260 円× 12 か月＝ 195,120 円で算出しています。

・「前納」で納付する場合には手続きが必要です。
・口座振替の手続は期限がありますので、町住民生
　活課にお問い合わせください。
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健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉１２月１４日㈪、２８日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

すくすく赤ちゃん健康診査
〈期　　日〉１２月１８日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２７年７月１６日～９月１５日生ま
　　　　　　れの乳児

〈内　　容〉身体測定、診察など
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

３歳６か月児健康診査
〈期　　日〉１２月２５日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２４年５月～６月生まれの幼児
〈内　　容〉身体測定、内科・歯科検診など
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、問診票、尿、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票を郵送します。

　１１月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が 11 月２日か
ら 12 月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２７年１２月１日～平成２８年１１月３０日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２７年１１月３０日までご
使用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証
の有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 １１月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１２月１７日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 25 年 12 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 10 月、平成 25 年 6 月
平成 24 年 12 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

問置賜保健所　 　　　   ☎２２－３８７２
問精神保健福祉センター ☎０２３－６２４－１２１７
問山形県警察本部　　　 ☎０２３－６３５－１０７４
問山形県健康福祉企画課 ☎０２３－６３０－２３３２

山買わない・使わない・かかわらない！　　　
形県危険ドラッグ撲滅運動強化月間
～１１月２日㈪から１２月１日㈫まで～

　危険ドラッグは、麻薬や覚せい剤と同様、または
それ以上の有害性があり、さまざまな健康被害を引
き起こします。
　意識障害や呼吸困難を起こして死に至ることもあ
り、実際に死亡事故や意識障害による交通事故も多
く発生しています。
　危険ドラッグに関する情報や困りごとなど、お気
軽にご相談ください。

体ウォーキング推進事業　　　　　　　　　　
を動かし、健康づくりに取組もう！

　町では、ウォーキング推進事業を行っています。
その事業の一つ、「まちブラ健幸ウォーキング」を
川西歩こう会と共催し、10 月 17 日に開催しました。
　気持ちの良い秋晴れの中、24 名の参加者と小松
地区内を歩きました。参加者同士、会話も楽しみな
がら全員が約 4㎞を完歩しました。
　また、もう一つの「楽笑健歩」には、10 月末現
在で 74 名が参加して下さいました。参加者の中に
は 2 回目の「楽笑健歩」に取り組んで下さってい
る方もいて、「体がスッキリして、よく眠れた」「健
康に対する意識を持つことができた」「意識して歩
くようになった」などの声が聞かれました。
　これからも自分のペースで体を動かし、楽しみな
がら健康づくりに取り組んでいきましょう。

～楽笑健歩目標達成者～
　3 か月以内に 60 万歩達成おめでとうございま
す！目標を達成された方をご紹介します。
後藤しづゑさん　山口誠さん　上村正人さん　大内
通典さん　片倉壮さん　勝見渡さん他 26名の方が
目標達成しました。（１０月２３日現在）

適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　★
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
★

病
院
を
変
え
る
た
び
に
検
査
や
診
察
を
や
り
直
す
こ
と
で
、
身
体
的
、
経
済
的
な
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
自
分
の
判
断
だ
け
で
次
々
と
転
院
す
る
は
し
ご
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
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老齢基礎年金額（年額）
　　　　７８万１００円

（４０年間すべて納めた場合）

遺族基礎年金額（年額）
＊子 (１人 )のある配偶者
　が受ける場合
　　　１００万４,６００円
＊子 (１人 )が受ける場合
　　　　７８万　１００円

付加年金額（年額）
２００円

×
付加保険料納付月数

寡婦年金額（年額）
夫が受けられたであろう
第１号被保険者にかかる
老齢基礎年金の４分の３

死亡一時金額
第１号被保険者として保険
料を納めた期間に応じて

１２万円～３２万円

※平成２７年４月現在

※平成２７年４月現在

※平成２７年４月現在

●
65
歳
に
な
っ
た
と
き

【
老
齢
基
礎
年
金
】

　国
民
健
康
保
険
料
を
25
年
以
上

（
免
除
期
間
含
）
納
め
た
人
が
、

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。
繰
上
げ
支
給
や
繰
下
げ
支

給
に
よ
り
、
65
歳
に
な
る
前
や
66

歳
以
降
に
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

　け
が
や
病
気
で
、
障
害
等
級
の

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
で
あ
る
人
は
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

 

受
け
ら
れ
る
年
金
は
？

【
遺
族
基
礎
年
金
】

　国
民
年
金
の
加
入
者
な
ど
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
そ
の
人
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子

の
あ
る
配
偶
者
」
ま
た
は
「
子
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
付
加
年
金
】

　国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

な
い
第
１
号
被
保
険
者
は
、
定

額
の
保
険
料
を
納
付
す
る
際
に
、

あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ

れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

【
寡
婦
年
金
】

　第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を

含
む
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が
年

金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、

10
年
以
上
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
妻

が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
死
亡
一
時
金
】

　第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
が
３
年
以
上
あ

る
人
が
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基

礎
年
金
の
い
ず
れ
も
受
け
ず
に
亡

く
な
っ
た
と
き
、
亡
く
な
っ
た
人

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
遺
族

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

●
第
１
号
被
保
険
者
の
独
自
給
付
制
度
も
あ
り
ま
す

障害基礎年金額（年額）
＊１級障害 ９７万５，１００円
＊２級障害 ７８万　１００円

　こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
年
金
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
頃
の
疑
問
点
な
ど
な
ん
で
も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。 離

婚
し
た
時
の
年
金
分
割
～
２
年
以
内
に
届
け
出
下
さ
い
～

離
婚
な
ど
を
し
た
際
に
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
当
事
者
間
で

分
割
で
き
る
制
度
で
す
。

請
求
期
間
：
離
婚
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
以
内
、
ま
た
は
相

手
方
の
死
亡
日
の
１
か
月
以
内
の
い
ず
れ
か
早
い
期
日
ま
で

問
日
本
年
金
機
構 

米
沢
年
金
事
務
所 

☎
22
ー
４
２
２
０

問
日
本
年
金
機
構
米
沢
年
金
事
務
所
　☎

22
ー
４
２
２
０
　問
町
住
民
生
活
課
　戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
５

国民年金の主な届け出先（20歳～ 60歳未満の方）
被保険者区分 変更理由 届け出先

 第 1 号被保険者
 自営業、学生、無職の方など

就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第 2 号被保険者
 会社員、公務員など

退職したとき 町住民生活課
退職して配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第３号被保険者
 第２号被保険者の扶養になっ 
 ている配偶者

配偶者が退職したとき

町住民生活課
配偶者の扶養から外れたとき
離婚したとき
配偶者が６５歳になったとき
就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

●
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

届
出
忘
れ
ず
に

11　町報かわにし 平成２７年１１月１５日
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▲ 6万人目の来園者に、記念品を手渡しました

　8
月
1
日
に
開
園
し
た
川
西
ダ
リ
ヤ
園
は
、

11
月
3
日
に
閉
園
し
、
の
べ
６
２
５
９
１
人
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
年
は
、
町
誕
生
60
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
た
ほ
か
、
9
月
の
大
型
連
休
、
週

末
に
続
い
た
好
天
、「
皇
帝
ダ
リ
ア
」
の
開
花
な

ど
の
好
条
件
に
恵
ま
れ
、
昭
和
35
年
の
開
園
以

来
初
め
て「
来
園
者
6
万
人
」を
達
成
し
ま
し
た
。

　記
念
す
べ
き
6
万
人
目
の
来
園
者
と
な
っ
た

髙
橋
さ
ん
夫
婦
は
、
埼
玉
県
越
谷
市
か
ら
お
越

し
い
た
だ
き
、
旦
那
さ
ん
の
出
身
地
が
飯
豊
町

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
帰
省
の
と
き
に
来
園
さ

れ
る
そ
う
で
、「
こ
れ
ま
で
6
回
程
来
て
い
ま
す
。

来
る
た
び
に
綺
麗
に
な
っ
て
い
て
、
毎
回
楽
し

み
に
来
て
い
ま
す
。
秋
の
ダ
リ
ア
は
や
は
り
綺

来
園
者
６
万
人
を
突
破
！

ご
来
園
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　▲親子そろって。来年もぜひお越しください

1１/３

▲応援よろしくお願いします！

　10
月
4
日
㈰
、
長
井
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

で
、
第
５
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

冬
季
大
会
の
山
形
県
予
選
会
が
行
わ
れ
、
本

町
の
「
川
西
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
」
が
優
勝
し
、
12
月

11
日
～
14
日
に
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　川
西
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
30
代
か
ら
60
代
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
5
年
前
出
場
し
た
全
国

大
会
で
勝
て
な
か
っ
た
悔
し
さ
を
ば
ね
に
練

習
に
励
み
、
こ
の
結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　川
西
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
で
は
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
吉
島
マ
イ
マ
イ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
42
ー
２
８
４
０
ま
で
。

川
西
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
全
国
大
会
出
場
決
定
！

　
　
　
　
　
　
　～
第
５
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
冬
季
大
会
～

▲受賞された髙橋和博さん（時田）

　11
月
3
日
付
で
、
総
務
省
か
ら
第
25
回
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
（
消
防
関
係
）
の
受
賞

者
が
発
表
さ
れ
、本
町
の
髙
橋
和
博
さ
ん
（
時

田
）
が
受
賞
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　髙
橋
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
川
西
町
の
消

防
士
と
し
て
入
職
し
、
以
降
、
消
防
士
長
、

消
防
指
令
長 

消
防
次
長
兼
庶
務
主
幹
を
歴
任

さ
れ
、
平
成
22
年
か
ら
は
、
川
西
町
消
防
監

と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
町
民
の
命
と
安
全

な
生
活
を
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
平
成
23
年
3

月
31
日
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　11
月
4
日
に
受
賞
の
報
告
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
11
月
9
日
に
は
、
東
京
都
日
比
谷
公

会
堂
で
の
伝
達
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
27
年
秋
の
叙
勲

　瑞
宝
双
光
章
～

麗
で
す
ね
。」
　と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
11
月
3
日
㈫
㈷
に
は
、
川
西
ダ
リ

ヤ
園
切
り
花
感
謝
デ
ー
を
開
催
し
、
好
天
の

中
、
県
内
外
か
ら
ダ
リ
ア
の
愛
好
者
が
足
を

運
び
、
綺
麗
に
咲
い
た
好
み
の
ダ
リ
ア
を
持

ち
帰
り
ま
し
た
。

　川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
今
年
の
営
業
は
終
了
し

ま
し
た
。
来
年
度
も
多
く
の
お
客
様
の
ご
来

園
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▲農事組合法人夢里さん
（東沢地区）から、記念に
車椅子を 2台贈呈してい
ただきました
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11
月
３
日
、
町
議
場
で
平
成
27
年
度
町

民
表
彰
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
町
で
は
昭

和
50
年
に
「
川
西
町
表
彰
条
例
」
を
制
定
、

昭
和
56
年
に
「
川
西
町
長
堀
堰
農
業
振
興

基
金
条
例
」
を
制
定
し
、
町
政
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
方
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
「
川
西
町

商
工
業
経
営
近
代
化
育
成
基
金
条
例
」
に

基
づ
く
表
彰
を
行
い
、
次
の
6
名
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

髙た
か
は
し橋

　
忠
た
だ
しさ

ん
（
上
小
松
）

　平
成
７
年
、
川
西
町
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
５
期
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
議
会
選
出
監

査
委
員
、
町
議
会
副
議
長
、
置
賜
広
域
病

院
組
合
議
会
議
員
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　特
に
、
平
成
21
年
５
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
４
月
30
日
ま
で
の
２
年
間
、
副
議
長

と
し
て
持
ち
前
の
手
腕
を
充
分
に
発
揮
さ

れ
、
議
会
権
能
の
高
揚
と
議
会
運
営
の
円

滑
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

川
西
町
表
彰
条
例
表
彰

平
成
２７
年
度

川
西
町
民
表
彰

島し
ま
ぬ
き貫

　
德と
く
え
も
ん

右
エ
門
さ
ん
（
洲
島
）

　平
成
７
年
、
川
西
町
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
５
期
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員

長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
町
議
会

副
議
長
、
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
員
、
置
賜
広
域
病
院
組
合
議
会
議
員
等

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　特
に
、
平
成
23
年
５
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
４
月
30
日
ま
で
の
２
年
間
、
副
議
長

と
し
て
持
ち
前
の
手
腕
を
充
分
に
発
揮
さ

れ
、
議
会
権
能
の
高
揚
と
議
会
運
営
の
円

滑
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

鈴す
ず
き木

　
孝た
か
ゆ
き幸

さ
ん
（
玉
庭
）

　稲
作
を
中
心
と
し
た
複
合
経
営
を
模
範

的
か
つ
積
極
的
に
実
践
さ
れ
、
中
核
的
担

い
手
と
し
て
中
山
間
地
域
の
農
業
を
牽
引

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　平
成
14
年
に
「
玉
庭
水
田
養
魚
研
究
会
」

を
組
織
さ
れ
、
平
成
17
年
か
ら
は
水
田
転

作
と
し
て
鮒
の
養
殖
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
19
年
に
は
「
玉
庭
農
産
物
加
工
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
さ
れ
、
む
く
り
鮒
加
工

と
漬
物
加
工
を
実
施
さ
れ
、
新
た
な
雇
用

創
出
を
図
る
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
尽
力

さ
れ
、
本
町
農
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

川
西
町
長
堀
堰

　
　
　農業
振
興
基
金
条
例
表
彰

髙た
か
は
し橋

　
建け
ん
い
ち一

さ
ん
（
玉
庭
）

　平
成
15
年
、
川
西
町
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
３
期
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

長
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
議
会
権
能
の
高
揚
と
議
会
運
営
の

円
滑
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
11
年
か
ら
４
期
12
年
の
長

き
に
わ
た
り
川
西
町
農
業
委
員
会
委
員
を

務
め
ら
れ
、
農
用
地
の
利
用
調
整
に
尽
力

さ
れ
、
担
い
手
農
家
の
育
成
と
農
家
の
経

営
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

大お
お
ぬ
ま沼

　
藤と
う
い
ち一

さ
ん
（
西
大
塚
）

　稲
作
と
畜
産
の
複
合
経
営
を
模
範
的
か

つ
積
極
的
に
実
践
さ
れ
、
中
核
的
担
い
手

と
し
て
、
本
町
の
農
業
を
牽
引
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　平
成
18
年
に
玉
庭
放
牧
場
内
に
「
黒
べ

こ
の
郷
粗
飼
料
・
和
牛
生
産
組
合
」
を
設

立
さ
れ
、
繁
殖
部
門
と
肥
育
部
門
の
連
携

に
よ
る
地
域
内
一
貫
体
制
に
よ
る
新
た
な

米
沢
牛
の
生
産
基
盤
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
川
西
肉
牛
部
会
長
、
Ｊ
Ａ
山
形

お
き
た
ま
米
沢
牛
振
興
部
会
長
を
歴
任
す

る
な
ど
、
先
頭
に
立
っ
て
指
導
力
を
発
揮

し
、
本
町
農
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

井い
の
う
え上

　
京
き
ょ
う
し
ち七さ

ん
（
中
小
松
）

　創
業
３
０
０
年
の
老
舗
蔵
元
当
主
と
し

て
、
伝
統
に
裏
付
け
ら
れ
た
酒
造
り
に
真

摯
に
取
り
組
み
な
が
ら
、「
川
西
町
地
酒

に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」
の
制
定

や
、町
内
蔵
元
と
提
携
し
「
乾
杯
用
お
猪
口
」

の
製
作
等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
酒
蔵
を
見
学
施
設
と
し
て
開
放

す
る
ほ
か
、
掬
粋
巧
芸
館
館
長
と
し
て
文

化
施
設
を
運
営
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
内

外
で
積
極
的
に
営
業
を
展
開
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
産
業
の
振
興
、
本
町
文
化
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

川
西
町
商
工
業
振
興
賞

川
西
町
商
工
業
経
営
近
代
化

　
　
　
　
　育成
基
金
条
例
表
彰

▲左から、髙橋建一さん、島貫德右エ門さん、髙橋忠さん、
　　　　  井上京七さん、鈴木孝幸さん、大沼藤一さん

町報かわにし　8平成２７年１１月１５日

農
・
商
・
工
の
魅
力
を
堪
能
し
た
一
日

～
川
西
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業

　か
わ
に
し
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
５

た
ま
げ
た
ほ
こ
天
～

1０/1７

　10
月
17
日
㈯
、
川
西
町
中
央
公
民
館
及
び
羽

前
小
松
駅
前
通
り
を
会
場
に
、「
か
わ
に
し
産

業
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」と「
た
ま
げ
た
ほ
こ
天
」

が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「川
西
町
の
食
と
技
『
農
業
・
商
業
・
工
業
』

が
集
う
匠
の
ま
つ
り
」
が
テ
ー
マ
の
産
業
フ
ェ

ア
と
、
中
心
市
街
地
活
性
化
を
目
的
と
し
た

「
た
ま
げ
た
ほ
こ
天
」。町
内
産
の
新
米
や
野
菜
、

米
沢
牛
ミ
ニ
ス
テ
ー
キ
を
は
じ
め
と
す
る
特
産

品
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
畳
の
縫
い
付
け
、
壁
塗
り
、
丸
太
切

な
ど
匠
の
技
の
体
験
、
町
内
企
業
に
よ
る
工
業

製
品
展
示
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
工
夫
を
凝
ら

し
た
展
示
が
満
載
で
し
た
。

　他
に
も
、
１
０
８
５
点
の
応
募
が
あ
っ
た
ダ

リ
ヤ
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
や
、
町
誕
生
60
周
年

を
記
念
し
た
ダ
リ
ア
展
示
、
小
松
幼
稚
園
太
鼓

演
奏
、
小
松
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
川

西
中
学
校
吹
奏
楽
部
や
置
賜
農
業
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
、
町
の
魅
力
が
堪
能

で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲受賞者代表のあいさつを述べる齋藤院長

1０/1１

町
と
と
も
に
刻
ん
で
き
た
60
年
の
歴
史

～
川
西
町
体
育
協
会
発
足
60
周
年
記
念
式
典
～

　10
月
11
日
㈰
、
川
西
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
、
川
西
町
体
育
協
会
発
足
60
周
年

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
川
西
町
体
育
協
会
発
足
60
周

年
記
念
表
彰
に
て
3
個
人
、
7
団
体
が
表
彰

さ
れ
た
ほ
か
、
山
形
大
学
地
域
教
育
学
部
の

鈴
木
和
弘
教
授
を
講
師
に
招
き
、「
子
ど
も

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
と

題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　記
念
表
彰
を
い
た
だ
い
た
斎
藤
接
骨
院
の

齋
藤
院
長
は
「
大
変
名
誉
な
表
彰
を
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
、
感
謝
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲町の花「ダリヤ」と町の木「松」で作った町章▲堂々と行進を披露する小松小学校マーチングバンド

▲子どももまるで「職人さん」

　10
月
23
日
㈮
、
夕
暮
れ
時
の
ヤ
マ
ザ
ワ
、

う
め
や
、
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
周
辺
に
て
夕
暮

れ
時
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　町
内
で
も
特
に
交
通
量
が
多
く
、
買
い
物

客
の
出
入
り
が
多
く
な
っ
て
い
る
3
店
舗
周

辺
に
て
、
買
い
物
帰
り
の
お
客
様
に
直
接
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
な
ど
を
呼
び
か
け

る
啓
発
チ
ラ
シ
や
、
反
射
材
な
ど
を
配
り
な

が
ら
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　10
月
に
は
、
本
町
で
2
件
の
痛
ま
し
い
交

通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
没
時

間
も
早
ま
り
、
こ
れ
か
ら
降
雪
時
期
を
迎
え

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

1０/23

夕
暮
れ
時
は
早
め
の
灯
火
！
安
全
運
転
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
夕
暮
れ
時
街
頭
啓
発
活
動
～
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
？
」
を
解
決
！

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
月
号
で
改
め

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
っ
て

　
　

な
に
？

　
　
　
　国
民
一
人
一
人
に
12
桁
の
番
号
を

　
　
　
　割
り
当
て
、
行
政
手
続
き
等
で
利

用
す
る
制
度
で
す
。

　医
療
や
福
祉
関
連
の
手
続
き
の
際
に
、
今

ま
で
添
付
が
必
要
だ
っ
た
各
種
書
類
が
省
略

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

　
個
人
情
報
の
漏
え
い
対
策
は

　

大
丈
夫
？ 

　　
　
　
　次
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

①
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
マ
イ

　ナ
ン
バ
ー
の
収
集
・
保
管
を
禁
止
し
て
い

　ま
す
。

②
個
人
情
報
は
各
機
関
に
お
い
て
分
散
管
理

　さ
れ
て
い
る
の
で
芋
づ
る
式
の
情
報
漏
え

　い
を
防
ぎ
ま
す
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

　る
か
を
、
第
三
者
機
関
が
監
視
・
監
督
し

　ま
す
。　通

知
カ
ー
ド
は

　
　
　
　
　
　

い
つ
ご
ろ
届
く
の
？ 

　
　
　
　11
月
中
旬
か
ら
発
送
を
開
始
し
、

　
　
　
　お
お
む
ね
11
月
末
ま
で
に
、
世
帯

全
員
分
が
世
帯
主
宛
に
簡
易
書
留
で
届
き
ま

す
。
転
送
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
内
で

も
配
達
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

　不
在
の
際
は
、
不
在
連
絡
票
が
入
り
ま
す

の
で
、
再
配
達
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
通
知

カ
ー
ド
が
受
け
取
れ
な
い
場

　
　
　
　
　
合
は
ど
う
す
る
の
？

　
　

　
　
　
　Ｄ
Ｖ
被
害
や
長
期
入
院
、
施
設
へ

　
　
　
　の
入
所
等
で
、
住
民
票
の
住
所
で

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
な
い
方
は
、
居
所

情
報
の
登
録
が
必
要
で
す
。
町
住
民
生
活
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
ど
う
や
っ

て
受
け
取
れ
ば
い
い
の
？

　
　
　
　

　
　
　
　希
望
者
の
方
は
、
申
請
す
る
必
要

　
　
　
　が
あ
り
ま
す
。
申
請
し
た
方
に
、

平
成
28
年
１
月
以
降
に
町
か
ら
交
付
通
知
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
原
則
本
人
が
役

場
に
来
庁
し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

詐
欺
に
注
意
！
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
審
な
電
話
、
メ
ー
ル
、

手
紙
、
訪
問
等
に
は
十
分
注
意
し
、
内
容
に

応
じ
て
警
察
や
川
西
町
役
場
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
コ
チ
ラ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
HP

[http
://w

w
w
.cas.go

.jp
/jp

/
seisaku/bangoseido/]

通知カード 個人番号カード

表面

裏面

交付対象 住民票を有するすべての方 希望者のみ

身分証明と
しての利用 不可 可

有効期限 なし あり

電子証明書 なし 標準登載（希望者は失効可能）

発行手数料 再発行：500円
初回：無料
再発行：800円
（電子証明書付きは1,000円）

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
ー
95
ー
０
１
７
８
　

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連

☎
０
５
７
０
ー
20
ー
０
１
７
８
　

　
　(全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

問
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連

☎
０
５
７
０
ー
７
８
３
ー
５
７
８

　
　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
１
５

▼通知カードと個人番号カードの比較表

9　町報かわにし 平成２７年１１月１５日
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　10
月
18
日
㈰
に
東
京
都
あ
き
る

野
市
秋
川
橋
河
川
公
園
で
、
東
京

川
西
会
「
い
も
煮
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
爽
や
か
な
秋
風
の
中
、
約

１
９
０
名
の
参
加
者
は
、
ふ
る
さ

と
の
仲
間
と
の
再
会
で
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
昔
話
と
な
つ
か
し
い
味
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　恒
例
の
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
威

勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
会
場

は
大
変
盛
り
上
が
り
、
川
西
の
特

産
品
の
販
売
で
は
、
ふ
る
さ
と
の

味
を
求
め
に
多
く
の
人
が
列
を
作

り
、
商
品
は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　東
京
川
西
会
「
い
も
煮
会
」
は

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

来
年
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
東
京
川
西
会
っ
て
？
】

　ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
里
東
京
川
西

会
は
、
ふ
る
さ
と
の
応
援
団
で
す
。

　首
都
圏
在
住
の
川
西
町
出
身
者

の
方
々
が
互
い
に
親
睦
や
ふ
る
さ

と
の
絆
を
深
め
る
、
様
々
な
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
首
都
圏
在
住
の
ご
家
族

や
、
ご
親
戚
、
ご
友
人
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り

　推
進
室
　

☎
４
２
ー
６
６
１
３

ふ
る
さ
と
の
味
に
舌
鼓
！
！

～
東
京
川
西
会
「
い
も
煮
会
」
開
催
～

豆
の
展
示
会
の
紹
介

今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
食
材

「
豆
」
に
特
化
し
た
展
示

会
を
12
月
に
東
京
で
開
催
し
ま
す
。

　展
示
会
で
は
、
町
で
採
れ
た
30

種
あ
ま
り
の
豆
や
、
豆
を
用
い
た

菓
子
や
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　一
時
は
失
わ
れ
か
け
た
川
西
町

の
在
来
品
種
「
紅
大
豆
」
を
は
じ

め
、
豆
を
通
じ
て
、
川
西
町
を
Ｐ

Ｒ
し
て
き
ま
す
。

　家
族
や
ご
友
人
な
ど
、
近
郊
に

お
住
い
の
方
に
ご
周
知
く
だ
さ
い
。

空
き
家
利
活
用
勉
強
会

10
月
23
日
㈮
に
第
２
回
空

き
家
勉
強
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　今
回
の
勉
強
会
で
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
先
進
地
視
察
と
し
て
山
形

県
遊
佐
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　遊
佐
町
で
は
、
役
場
内
関
係
課

職
員
に
よ
る
「
定
住
促
進
施
策
庁

内
連
絡
会
議
」、
役
場
や
町
内
各

種
団
体
等
で
構
成
す
る
「
遊
佐

町
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
協
議
会
」、

移
住
者
が
中
心
に
立
ち
上
げ
た

「
い
な
か
暮
ら
し
応
援
団
」
の
各

組
織
が
連
携
し
て
空
き
家
対
策
・

定
住
促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　今
回
の
視
察
を
参
考
に
し
、
当

機
構
で
も
川
西
町
と
連
携
し
て
、

移
住
者
の
受
入
体
制
の
更
な
る
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

山
形
か
わ
に
し
「
豆
の
展
示
会
」

▼
期
日
：
12
月
４
日
㈮
～
６
日
㈰

▼
時
間
：

　４
日
㈮
午
後
１
時
～
午
後
７
時

　５
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　６
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
会
場
：
上
野
桜
木
あ
た
り
（
東

　京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
ー
　

　15
ー
６
）
※
入
場
無
料

▲視察の様子。大変有意義な時間でした

晴天に恵まれ、大盛り上がりでした

　町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、

14
億
１
７
３
１
万
円
で
構
成
比
は
14
・
１
％
を
占

め
、前
年
度
対
比
で
４・４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
本
町
の
最
大
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
は
48
億
１
７
８
１
万
円
で
構
成
比
は
48
・

０
％
を
占
め
、
前
年
度
対
比
で
は
０・
７
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
置
賜
広
域
病
院

組
合
分
を
差
し
引
い
た
本
町
純
粋
分
の
交
付
税

額
は
35
億
４
２
０
４
万
円
で
、
前
年
度
か
ら

３
４
６
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
、
前
年
度
対

比
で
39
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　県
支
出
金
は
、
前
年
度
対
比
で
６・
０
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
町
債
は
、
前
年
度
対
比
で
11
・

１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平成２６年度決算公表
町の財政状況と税金の使いみち

歳入総額

１００億３，９９１万円９６億２，９８０万円

歳出総額

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入歳出
一般会計一般会計

　平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
１
０
０
億
３
９
９
１
万
円
、
歳
出
は

96
億
２
９
８
０
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
差
引
額
は

４
億
１
０
１
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
う
ち
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
分
を
差
し
引

く
と
、
３
億
１
３
９
６
万
円
の
繰
越
額
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
平
成
25
年
度
決
算
と
の
比
較
で
は
、

歳
入
で
５
億
５
３
１
１
万
円
の
減
（
５・
２
％
の

減
）、歳
出
で
６
億
６
８
２
８
万
円
の
減（
６・５
％

の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

◇
歳
入
の
状
況

財政情報

町税
14億 1,731 万円
（14.1％）

衛生費
16億 8,676 万円
（17.5％）

民生費
19億 2,779 万円
（20.0％）

土木費
10億 3,005 万円
（10.7％）

総務費
13億 4,206 万円
（13.9％）

公債費
10億 923 万円
（10.5％）

農林水産業費
5億 4,830 万円
（5.7％）

商工費
5億 3,894 万円
（5.6％）

消防費
3億 100 万円
（3.1％）

その他
1億 8,921 万円
（2.0％）

教育費
10億 5,646 万円
（11.0％）

諸収入、繰入金など
7億 5,925 万円
（7.6％）

町債
13億 4,307 万円
（13.4％）

国庫支出金
8億 3,779 万円
（8.3％）

県支出金
5億 1,457 万円
（5.1％）

地方譲与税など
3億 5,011 万円
（3.5％）

地方交付税
48億 1,781 万円
（48.0％）

町報かわにし　6平成２７年１１月１５日 町報かわにし　22平成２７年１１月１５日

ネットかわにし便り　創刊号
　ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
（
全
国
川
西
会
議
）
は
、兵
庫
県
川
西
市
、奈
良
県
川
西
町
、新
潟
県
十
日
町
市
（
川
西
地
域
）、

山
形
県
川
西
町
で
組
織
し
、
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
時
に
兵
庫
県
川
西
市
に
支
援
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
平
成
９
年
に
発
足
し
ま
し
た
。以
降
、災
害
時
の
支
援
や
年
１
回
の
総
会
な
ど
で
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
度
、
住
民
の
方
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
職
員
同
士
の
交
流
か
ら
、
住
民
同

士
の
交
流
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
「
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
便
り
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。

　「ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
便
り
」
を
通
じ
て
、
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　平
成
27
年
２
月
４
日
～
６
日
の

３
日
間
、
各
市
町
の
採
用
２
～
５

年
目
の
職
員
と
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務

担
当
者
を
含
む
16
名
が
一
期
生
と

な
り
、
山
形
県
川
西
町
を
会
場
に
、

ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
若
手
職
員
体
験

型
交
流
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
研
修
は
、“
顔
の
見
え
る

交
流
”
と
し
て
、
若
手
職
員
の
人

材
育
成
と
各
市
町
の
職
員
同
士
の

交
流
推
進
を
図
る
た
め
、
新
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

　１
日
目
は
、
開
講
式
で
各
市
町

の
魅
力
な
ど
を
踏
ま
え
た
自
己
紹

介
を
行
い
、
顔
合
わ
せ
を
し
た
後

に
、
山
形
県
川
西
町
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
夜
も
引

き
続
き
交
流
会
を
開
き
、
年
代
が

近
い
若
者
同
士
、
お
互
い
の
市
町

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
な
ど

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
か
わ
に
し

　
交
換
留
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
内
容
：
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
そ
れ

　ぞ
れ
の
地
域
の
資
産
・
資
源
を

　再
発
見
す
る
機
会
と
し
交
流
を

　生
み
出
す
。
子
ど
も
た
ち
に
交

　換
留
学
の
機
会
を
作
り
、
そ
れ

　ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
・
食
・
人

　に
触
れ
て
も
ら
う
。

　
　各
ポ
イ
ン
ト
で
ネ
ッ
ト
か
わ

　に
し
各
市
町
の
特
産
品
を
振
舞

　う
と
と
も
に
、
参
加
賞
と
し
て
、

　ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
構
成
市
町
ど

　こ
で
も
利
用
で
き
る
「
ネ
ッ
ト

　か
わ
に
し
ク
ー
ポ
ン
」
を
配
布

　す
る
。

▲最終日のワ－クショップでは、職員同

士が、活発に意見を出し合っていました。

感
想
：
お
互
い
の
成
長
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

　山
形
県
川
西
町
は
、
役
場
の
若

手
職
員
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い

る
、
役
場
が
中
心
と
な
っ
て
で
は

な
く
、
住
民
が
自
ら
町
を
良
い
方

向
へ
進
め
て
い
る
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
今

後
の
地
方
自
治
体
が
進
ん
で
い
く

べ
き
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

　ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
を
通
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
川
西
の
良
い
と
こ
ろ

は
真
似
し
、
弱
い
と
こ
ろ
は
知
恵

を
出
し
合
い
解
決
で
き
た
ら
よ
い

と
思
い
ま
す
。
町
と
町
が
手
を
取

り
合
い
、
共
に
成
長
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
　奈
良
県
川
西
町

　増
井

　肇

　２
日
目
は
、
山
形
県
川
西
町
吉

島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

の
髙
橋
由
和
氏
を
講
師
に
招
き
、

地
域
づ
く
り
の
先
進
的
取
り
組
み

事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
町
犬
川

地
区
で
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験
や
、

隣
接
す
る
米
沢
市
の
上
杉
神
社
な

ど
の
主
要
施
設
を
巡
り
な
が
ら
置

賜
地
域
の
歴
史
学
習
を
行
い
ま
し

た
。　最

終
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、「
つ
な
が
ろ
う
、生
み
出
そ
う
、

ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
自
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋

げ
る
た
め
の
「
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し

コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
提
案

を
行
い
ま
し
た
。
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
他
市
町
と
連
携
し
た

事
業
を
模
索
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
若
手
職
員
体
験
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　交

流
研
修
会
を
開
催

「
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　提

案
内
容

ネ
ッ
ト
か
わ
に
し

　
　
　
　
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン

▼
内
容
：
４
月
下
旬
に
山
形
県
川

　西
町
で
桜
の
中
を
走
れ
る
、
11

　月
中
旬
に
兵
庫
県
川
西
市
で
紅

　葉
の
中
を
走
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大

　会
を
開
催
す
る
。

そ
う
だ
！
川
西
に
行
こ
う
！

▼
内
容
：
各
市
町
で
行
わ
れ
る
イ

　ベ
ン
ト
や
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
物

　を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

　「ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
ま
る
わ
か

　り
本
」
を
作
成
し
、
各
市
町
の

　住
民
が
交
流
で
き
る
仕
組
み
を

　創
出
す
る
。

◇歳出の状況

◇企業会計・特別会計の決算 ◇財政健全化判断比率

※
町
民
一
人
当
た
り
の
額
の
算
出
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
１
万
６
３
２
４
人
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

※
各
数
値
は
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

■土木費

■農林水産業費

■教育費

■公債費

■総務費

■民生費

■衛生費

■その他（消防費・商工費・議会費等）

会計別 歳入額 歳出額

水道事業会計

　　収益的収入・支出 5億 561万円 5億 980 万円

　　資本的収入・支出※ 8,916 万円 2億 4,122 万円

国民健康保険事業特別会計 18億 4,885万円 18億 1,796万円

下水道事業特別会計 ５億 5,026 万円 ５億 4,181 万円

農業集落排水事業特別会計 8,706 万円 8,245 万円

介護保険事業特別会計 17億 3,826万円 17億 1,294万円

後期高齢者医療特別会計 1億 5,429 万円 1億 5,108 万円

　平成 19 年度決算より財政健全化にかかる各指標の公表
が義務付けられました。これは、財政状況の悪化している
県や市町村が早期に健全化に向けた対策を取るように定め
られたものです。

健全化判断比率 平成 26年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 0.00％ 14.32％ 20.00％
連結実質赤字比率 0.00％ 19.32％ 30.00％
実質公債費比率 10.2％ 25.00％ 35.00％
将来負担比率 124.3％ 350.00％

公営企業会計に係る
資金不足比率

平成 26年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

下水道会計 0.00％
20.00％農集排会計 0.00％

水道会計 0.00％
　各比率とも基準を超えるものはありませんでしたが、今
後とも健全経営に努めてまいります。

 ● 町民１人あたり　８２，２１４円● 町民１人あたり　６３，１００円

● 町民１人あたり　　３３，５８９円

● 町民１人あたり６４，７１８円

● 町民１人あたり　　６１，８２５円

● 町民１人あたり　　１１８，０９５円

● 町民１人あたり　　１０３，３３０円

● 町民１人あたり　　６３，０４５円

平成２６年度に実施した主な事業は下のとおりです。

※資本的収入額が資本的支出額に不足する分は、消費税資本的
収支調整額 758 万円及び損益勘定留保資金 1億 4,448 万円
で補てんしました。

一般廃棄物収集運搬事業
6,294 万円

し尿処理事業
5,112 万円

母子保健妊産婦事業
723万円

廃棄物再生利用促進事業
537万円

冬期交通確保事業
2億 9,965 万円

公営住宅建設事業
1億 5,574 万円

北郷八ツ口線道路改良工事
1,647 万円

高田仲沖線道路改良工事
1,626 万円

上六角平谷地線局部改良工事
495万円

子供のための手当て支給事業
2億 3,193 万円

子育て支援医療事業
5,319 万円

ひとり親家庭等医療事業
862万円

配食サービス事業
86万円

町有牛貸付管理事業
5,185 万円

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
4,245 万円

戦略的園芸産地拡大支援事業
1,002 万円

ダリヤ生産拡大支援事業
301万円

小学校施設耐震化事業
1億 6,485 万円

川西夏まつり実施事業
440 万円

外国語指導助手配置事業
423万円

放課後子ども教室推進事業
274万円

地区交流センター管理運営事業
8,318 万円

旧第二中施設整備事業
5,344 万円

地域おこし協力隊導入事業
1,331 万円

防災対策事業
651万円

省・新エネルギー対策事業
305万円

7　町報かわにし 平成２７年１１月１５日
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

医
療
を
守
る
た
め
に 

　文
化
祭
、
町
民
表
彰
式
典
が
終
了
し
、
冬
支

度
の
最
盛
期
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
県
内
の
交

通
死
亡
事
故
に
歯
止
め
が
き
か
ず
危
機
感
を

持
っ
て
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ラ

イ
ト
の
早
め
の
点
灯
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
使
い
前

方
を
注
意
す
る
、「
自
動
車
は
便
利
だ
け
ど
凶

器
に
な
る
」
を
忘
れ
ず
、
安
全
運
転
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。 

　西
川
町
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
い
し
ゃ
先

生
」
が
完
成
、
原
作
者
の
あ
べ
美
佳
さ
ん
や
永

江
二
朗
監
督
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
は
昭

和
10
年
、
無
医
村
で
貧
し
く
医
療
に
恵
ま
れ
な

い
現
西
川
町
の
大
井
沢
村
で
、
村
長
の
娘
で
新

米
医
師
の
周
子
先
生
が
「
３
年
だ
け
お
前
の
人

生
を
俺
に
く
れ
」
と
い
う
親
の
願
い
を
受
け
入

れ
、
貧
困
や
偏
見
な
ど
幾
重
も
の
困
難
を
乗
り

越
え
、
生
涯
を
地
域
医
療
に
捧
げ
た
物
語
で
す
。

設
備
も
交
通
機
関
も
な
く
、
大
雪
の
中
「
命
を

守
る
」
た
め
に
た
っ
た
一
人
で
奮
闘
す
る
姿
は
、

医
療
の
原
点
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

「
い
し
ゃ
先
生
は
神
様
だ
」
と
誰
か
ら
も
慕
わ

れ
、
52
歳
の
生
涯
を
終
え
ま
す
。
原
作
を
読
み
、

ぜ
ひ
映
画
を
見
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　今
月
か
ら
置
賜
病
院
組
合
の
管
理
者
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
院
か
ら
15
年
を
迎

え
た
公
立
病
院
と
各
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
が
機
能

す
る
医
療
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
の
地
域
医
療
の

モ
デ
ル
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
人

口
減
少
、
高
齢
化
が
進
行
し
新
た
な
課
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。
地
方
で
は
慢
性
的
な
医
師
、
看

護
師
不
足
が
続
い
て
お
り
、
病
院
組
合
で
も

大
き
な
課
題
で
す
。「
置
病
は
す
ぐ
退
院
さ
せ

る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
基
幹
と
な
る
公
立
病

院
の
高
度
医
療
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め

に
、
退
院
後
の
受
け
皿
と
し
て
、
介
護
施
設
や

開
業
医
の
先
生
と
連
携
し
た
総
合
的
な
支
援
体

制
が
必
要
で
す
。
ま
た
基
幹
病
院
、
長
井
、
南

陽
、
川
西
の
各
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
改
修
等
も

今
後
の
課
題
で
す
。「
置
賜
に
は
県
立
病
院
が

な
い
」
と
い
う
住
民
の
強
い
要
望
が
実
り
、
県

と
２
市
２
町
が
議
論
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
こ
の
病
院
組
合
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　看
護
師
は
日
勤
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

準
夜
（
16
時
30
分
～
１
時
15
分
）
夜
勤
（
０
時

30
分
～
９
時
15
分
）
の
三
交
代
勤
務
で
、
真
冬

の
夜
中
の
通
勤
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
医
師

は
勤
務
終
了
後
も
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
で
待
機
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
条
件
で
医
療

を
守
る
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
支
援

が
必
要
で
す
。「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
り

た
い
」
と
い
う
願
い
を
実
現
す
る
た
め
、
先
生

方
が
こ
の
置
賜
の
地
で
思
う
存
分
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町報かわにし　4平成２７年１１月１５日

ち
い
き
づ
く
り
委
員
会

　９
月
20
日
の
委
嘱
状
交
付
式
の
感
想
を

伺
う
と
、「
議
場
に
初
め
て
入
っ
た
と
き

は
本
当
に
緊
張
し
ま
し
た
」
と
、
ち
い
き

づ
く
り
委
員
長
の
窪
村
さ
ん
は
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　窪
村
さ
ん
は
普
段
、
町
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、
小
松
、
大
塚
、
東
沢
地

で
活
動
し
て
お
り
、
各
地
区
の
H
P
作

成
や
、
高
齢
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
な

ど
で
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　そ
ん
な
窪
村
さ
ん
が
委
員
長
を
務
め
る

ち
い
き
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
地
域
を
支

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
・
快
適
で

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
・
安
全
安
心
な
く

ら
し
づ
く
り
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
話
し

合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さまざまな年代の

　　　女性に聞いてほしい

ちいきづくり委員長　
　　　　　　　窪村　郁子さん（小松）

女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立

　国
で
は
、
女
性
が
活
躍
す
る
社
会
づ
く

り
を
目
的
に
、
８
月
28
日
に
「
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）」
が
成
立
し
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
法
律
に
よ
り
、
国
や
地
方
公
共
団

体
、
民
間
事
業
主
（
労
働
者
３
０
１
人
以

上
）
は
、
左
記
の
事
項
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

▼
ス
テ
ッ
プ
１
：
現
状
把
握
、
分
析

　女
性
の
活
躍
に
関
す
る
状
況
の
把
握
、 

　改
善
す
べ
き
事
情
に
つ
い
て
の
分
析

▼
ス
テ
ッ
プ
２
：
行
動
計
画
の
策
定
、

　

公
表　ス

テ
ッ
プ
１
を
ふ
ま
え
、
女
性
の
活
躍

　推
進
に
向
け
た
行
動
計
画
の
策
定
、
届

　出
、
周
知
、
公
表

▼
ス
テ
ッ
プ
３
：
活
躍
情
報
の
公
表

　自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
の

　公
表

　こ
れ
に
よ
り
、
働
く
女
性
が
活
躍
す
る

環
境
整
備
が
一
層
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　委
員
会
で
の
話
し
合
い
は
、
ま
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
が
率
直
に
感
じ
て
い
る
町

の
課
題
を
出
し
合
い
、
そ
の
課
題
に
対
し

て
、
掘
り
下
げ
て
考
え
な
が
ら
議
論
を
深

め
て
い
ま
す
。

　窪
村
さ
ん
に
と
っ
て
川
西
町
は
「
近
所

づ
き
あ
い
な
ど
、
本
当
に
人
と
の
繋
が
り

が
強
い
町
」
で
、
そ
の
い
い
と
こ
ろ
を
町

外
、
県
外
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
必
要

性
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
一
般
質
問
を
ま
と
め
て
き
ま

し
た
。

　最
後
に
、当
日
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
委

員
長
を
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
し
っ
か
り

と
こ
な
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
私

た
ち
が
考
え
た
意
見
を
、
し
っ
か
り
と
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で

す
」
と
、
窪
村
さ
ん
は
意
気
込
み
を
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲ちいきづくり委員会名簿

氏　　名 地　　区
１ 大河原千代美さん 小松

２ 窪村　郁子　さん 小松

３ 黒澤　昭子　さん 大塚

４ 鈴木　明美　さん 吉島

５ 竹田　愛海　さん 小松

▲ちいきづくり委員会の様子。活発な話し合いでした
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▼
年
齢
：
64
歳
以
下
（
定
年
65
歳
）

※
資
格
条
件
な
ど
詳
細
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
46

－

3
0
4
0

置
賜
地
域
議
員
協
議
会

　地
域
の
課
題
や
施
策
等
に
つ
い

て
地
元
議
員
が
審
議
を
行
い
ま

す
。
県
議
会
の
活
動
を
身
近
で
傍

聴
で
き
る
良
い
機
会
で
す
。
当
日

会
場
で
傍
聴
の
受
付
を
し
ま
す
。

▼
日
時
：
11
月
20
日
㈮ 
午
後
１

時
～
（
受
付
12
時
30
分
～
）

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎 

講
堂（
長
井
市
高
野
町
２

－３

－１
）

問
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
室

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
２
５

青
色
申
告
決
算
説
明
会

▼
日
時
・
会
場
：
①
【
営
業
・
不
動

産
関
係
】
12
月
２
日
㈬
午
後
２
時

～
４
時
・
川
西
町
商
工
会
館

　②
【
農
業
関
係
】
12
月
３
日
㈭

午
前
10
時
～
12
時
・
伝
国
の
杜

置
賜
文
化
ホ
ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
説
明
内
容
：
所
得
税
法
等
の
改

正
点
、
青
色
申
告
の
決
算
の
仕

方
、
消
費
税
の
計
算
の
仕
方
及

び
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て

▼
持
ち
物
：
筆
記
用
具
（
決
算
の

手
引
は
当
日
会
場
で
配
付
）

問
米
沢
税
務
署
個
人
課

　税
第
一

部
門
☎
０
２
３
８

－

22

－６
３
２
０

※
音
声
案
内
で
2
番
を
選
択
。

企
業
組
合
セ
ミ
ナ
ー

　企
業
組
合
と
は
個
人
の
創
業
を

応
援
す
る
制
度
で
す
。

　創
業
・
起
業
に
興
味
の
あ
る
方
、

法
人
化
を
考
え
て
い
る
任
意
グ
ル

ー
プ
の
方
等
、
ど
な
た
様
で
も
参

加
費
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
：
11
月
18
日
㈬
午
後
1
時

　30
分
～
3
時
30
分

▼
場
所
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形

　３
階
「
出
羽
」

▼
定
員
：
50
名

問
山
形
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

０
３
６
０

平
成
27
年
度
三
友
堂
病
院

医
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
日
時
：
11
月
28
日
㈯
午
前
９
時

　～
正
午

▼
会
場
：
三
友
堂
病
院

▼
特
別
講
演

　講
師

　三
友
堂
病
院

　脳
神
経

　外
科
医

　工
藤

　陽
平
先
生

▼
参
加
費
：
無
料

▼
特
設
コ
ー
ナ
ー:

薬
剤
師
の
お
く

　す
り
相
談
、
管
理
栄
養
士
の
栄

　養
相
談
、各
種
検
査
測
定
体
験
、

　体
操
指
導
な
ど

問
三
友
堂
病
院
総
務
課

　

☎
０
２
３
８

－

24

－３
７
０
０

依
存
症
家
族
教
室

　依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
、薬
物
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
）
に
悩
ん
で
い
る

ご
家
族
を
対
象
に
、
家
族
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

▼
期
日
：
11
月
24
日
㈫

　12
月
2

　日
㈬

　12
月
7
日
㈪

▼
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
場
所
：
山
形
県
精
神
保
健
福
祉

　セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

▼
内
容
：
講
話
及
び
質
疑
応
答

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可

▼
申
込
方
法
：
左
記
に
電
話
申
込

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

１
２
１
７

山
形
県
学
校
保
健
研
究

　

大
会
特
別
講
演

▼
日
時
：
11
月
19
日
㈭
午
後
２
時

　15
分
開
演

▼
場
所
：
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　プ
ラ
ザ

▼
講
師
：
山
形
大
学
基
盤
教
育
院

　准
教
授

　加
納
寛
子
氏

▼
入
場:

無
料

問
町
教
育
委
員
会
内

　山
形
県
学

　校
保
健
研
究
大
会
実
行
委
員
会

　事
務
局

☎
42
ー
６
６
５
９

公
開
講
座
「
置
賜
の

　
　

明
日
の
医
療
を
考
え
る
」

▼
日
時
：
12
月
13
日
㈰ 

午
後
1
時

　30
分
～
午
後
4
時

▼
会
場
：
川
西
町
農
村
環
境
改
善

　セ
ン
タ
ー

▼
講
演
：
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療

～
医
療
政
策
へ
の
対
応
～

　自
治
医
療
大
学

　村
松
正
巳
氏

▼
参
加
料
：
無
料

申
込
・
問
公
立
置
賜
総
合
病
院

☎
46

－

５
０
０
０

平
成
27
年
台
風
第
21
号

　

与
那
国
町
災
害
義
援
金

　こ
の
た
び
、
台
風
21
号
等
に
よ

る
大
雨
災
害
に
遭
わ
れ
た
与
那
国

町
の
方
々
に
対
し
義
援
金
を
左
記

に
よ
り
受
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
11
月
30
日
㈪
ま
で

▼
受
付
方
法
：
役
場
住
民
生
活
課

　付
近
の「
募
金
受
付
コ
ー
ナ
ー
」

　に
設
置
の
募
金
箱
に
よ
る
受
付

※
「
領
収
書
」
が
必
要
な
方
は
、

　健
康
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ

　さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

6
6
3
5

催

　
し

採
用
関
係

米
沢
警
察
署
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

【
社
会
全
体
で
犯
罪
被
害
者
を
支
え

ま
し
ょ
う
！
～
11
月
25
日
か
ら
12
月
１

日
ま
で
は
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
～
】

　不
幸
に
し
て
犯
罪
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
は
、
犯
罪
そ
の
も
の
で

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
心
な
い
噂
や
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
長
く
苦

し
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
被

害
者
に
理
解
を
示
し
、
社
会
全
体

で
犯
罪
被
害
者
を
支
え
、
犯
罪
を

許
さ
な
い
街
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

▼
相
談
窓
口
：
警
察
本
部
犯
罪
被

害
者
支
援
室

☎
０
２
３

－

６
２
６

－

０
１
１
０
㈹

問
米
沢
警
察
署 

刑
事
第
一
課

☎
０
２
３
８

－
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－

０
１
１
０

訪
問
介
護
事
業
所

　
　

嘱
託
職
員
募
集

▼
職
種
：
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
名

▼
雇
用
形
態
：
常
勤
（
嘱
託
）

▼
期
間
：
平
成
28
年
4
月
1
日
か

ら
1
年
間

5　町報かわにし 平成２７年１１月１５日

中
に
は
町
外
で
生
活
し
て
い
た
人
も
含
め

て
話
し
合
う
た
め
「
自
分
と
は
違
っ
た
視

点
の
意
見
が
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き

て
、
町
の
課
題
や
悩
み
ば
か
り
で
な
く
、

町
の
い
い
と
こ
ろ
も
再
発
見
で
き
、
改
め

て
い
い
町
だ
な
と
思
え
ま
し
た
」
と
、
委

員
会
で
の
話
し
合
い
の
雰
囲
気
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　最
後
に
、
22
日
の
本
番
を
控
え
、
当

日
に
向
け
た
想
い
を
伺
う
と
「
今
ま
で

は
、
な
か
な
か
距
離
を
感
じ
て
い
た
議
会

で
す
が
、
女
性
議
員
と
し
て
活
動
し
な
が

ら
、
町
を
動
か
す
こ
と
の
大
変
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
で
も
、
今
回
は
、
日
頃
抱
い

て
い
る
想
い
を
伝
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に

み
ん
な
の
想
い
を
伝
え
た
い
で
す
。
そ
の

う
え
で
、
そ
の
生
の
声
が
し
っ
か
り
届
い

て
、
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
、
意
気
込
み
を
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。町民の、女性の

　生の声を届けたい

しごとづくり委員長　　
　　　　　江本　牧子さん（小松）

女
性
も
、
男
性
も
一
緒
に

　15
名
の
女
性
議
員
の
方
々
は
、
２
か
月

の
あ
い
だ
、
川
西
町
を
よ
り
い
い
町
に
す

る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対

し
て
抱
い
て
い
る
想
い
や
、
女
性
な
ら
で

は
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
出
し
合
い
、
議

論
し
、
一
般
質
問
と
し
て
ま
と
め
て
き
ま

し
た
。

　勉
強
会
の
中
で
は
、
女
性
議
会
に
向
け

た
話
し
合
い
の
他
に
「
こ
の
女
性
議
会
を

単
な
る
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終

わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
議
会
が
終

わ
っ
た
後
も
、
私
た
ち
が
発
言
し
た
想
い

を
町
政
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し

て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
女
性
議
員
の
役

目
だ
と
思
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
非
常
に
前
向
き
な
意
見
も

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
、
前
向
き
な
女
性
た
ち
が
活
躍
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
職
場
や

家
族
の
理
解
の
ほ
か
、
支
え
て
く
れ
る
男

性
の
役
割
も
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
き
ま

す
。　11

月
22
日
は
、
町
内
に
お
住
い
の
女
性
、

町
内
に
お
勤
め
の
女
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
の
女
性
を
支
え
る
男
性
も
一
緒
に
、

い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
近
い
目
線
で
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
女
性
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

議
会
傍
聴
な
ど
の
お
問
合
せ

問
町
議
会
事
務
局
　☎
42
ー
６
６
７
４

し
ご
と
づ
く
り
委
員
会

　し
ご
と
づ
く
り
委
員
長
の
江
本
さ
ん
は
、

９
月
20
日
の
委
嘱
状
交
付
式
で
初
め
て
議

場
に
入
っ
た
時
に
「
な
ん
て
こ
と
を
引
き

受
け
た
の
だ
ろ
う
」
と
感
じ
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
す
。

　普
段
、
ご
自
分
で
育
て
た
野
菜
を
加
工

し
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
に
し
て
販
売
し

て
い
る
江
本
さ
ん
に
と
っ
て
、議
会
は「
身

近
に
感
じ
ら
れ
な
い
場
所
」
で
あ
り
、
ま

さ
か
女
性
議
員
と
し
て
議
場
で
町
長
と
や

り
取
り
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。

　そ
ん
な
江
本
さ
ん
が
委
員
長
を
つ
と
め

る
し
ご
と
づ
く
り
委
員
会
は
、
農
業
分
野
、

６
次
産
業
分
野
、
観
光
業
分
野
に
つ
い
て
、

委
員
の
み
な
さ
ん
が
日
頃
感
じ
て
い
た
悩

み
や
想
い
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
議
論
を

深
め
て
い
ま
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
女
性
が
集
ま
り
、

▲しごとづくり委員会名簿

氏　　名 地　　区
１ 江本　牧子　さん 小松

２ 我妻　優子　さん 吉島

３ 齋藤みち子　さん 中郡

４ 中田　裕子　さん 玉庭

５ 遠藤　有華　さん 吉島

▲しごとづくり委員会の様子。和やかな雰囲気で議論しています
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…１０月分届出…
　　　　５人

　　　　  　１６人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１１月の町税等 川西町の人口

１１・12月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

12月14日㈪・28日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

12月 9日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 12月 16日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 12月2、９、１６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

１２月

16,152 人（－ 45）
男　　　7,901 人（－ 20）
女　　　8,251 人（－ 25）
世帯数　5,165 世帯 ( － 8)

※10月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字
髙橋　勘七 ８８ 玉　庭
新野　房夫 ８７ 朴　沢
舩山　貞雄 ７４ 下小松
須藤　昭典 ８６ 吉　田
小池すみゑ ７９ 玉　庭
江本　久司 ８２ 中小松
後藤とみ子 ９０ 上小松
伊藤　康雄 ７５ 上小松
長谷川トクヨ ８５ 大　塚
五十嵐恵一 ５９ 堀　金
八嶋　　清 ８２ 上小松
金田　健二 ８５ 中小松
齋藤　恭雄 ８８ 大　舟
米野　平吉 ８６ 中小松
金田　ゆき ８８ 小　松
佐藤　　洋 ４４ 莅

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　４組
新郎　　　　　　　新婦 大字

須藤　優太 ♥ 齋藤　亜美 中小松

遠藤　智広 ♥ 横尾　奈穂 尾長島

長谷部祐樹 ♥ 直海　飛鳥 朴　沢

情野顕一郎 ♥ 齋藤由布子 堀　金

●固定資産税・都市計画税（４期）
●国民健康保険税（５期）
●介護保険料（５期）
●後期高齢者医療保険料（５期）
●上下水道使用料（１０月使用分）
口座振替日　１１月３０日㊊
納付期限　　１１月３０日㊊

※「よろこび かなしみ」の掲載につ
いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

長谷川竣
しゅんや
哉 男 隆太・可奈子西大塚

吉村　謙
ゆずき
希 男 和寿・ 慶子 西大塚

宇津木　慈
いつく

男 勲 ・ 睦 上小松

米野　紗
さ な
那 女 儀昭・ 愛美 中小松

須貝　陸
りくと
翔 男 和人・かおり小　松

期　間 当番店（社） 電話番号
１１月９日～１５日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６

㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１１月１６日～２２日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１１月２３日～２９日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

１１月３０日～12月６日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

１２月７日～１３日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１２月１４日～２０日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

お詫びと訂正
　町報１０月号のおくやみ欄のお名
前が誤って記載されました。お詫び
して訂正いたします。
誤：佐藤そよ　正：佐藤よそ
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特
集
：
女
性
の
視
点
で

　
　
　
　
　
　まち
づ
く
り
女
性
ゼ
ロ
議
会

　山
形
県
内
の
35
市
町
村
の
議
会
で
、
女

性
が
一
人
も
い
な
い
女
性
ゼ
ロ
議
会
は
10

市
町
村
あ
り
、
県
内
の
議
員
総
定
数
に
占

め
る
女
性
議
員
は
約
１
割
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
（
平
成
27
年
10
月
16
日
現
在
）。

　本
町
の
議
会
も
、
議
員
15
名
の
中
に
女

性
が
一
人
も
い
な
い
女
性
ゼ
ロ
議
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
現
在
町
で
策
定
を
進
め
て
い
る

「
第
５
次
川
西
町
総
合
計
画
」
の
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
「
女
性
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
妊
娠・出
産・

子
育
て
環
境
の
充
実
や
、
女
性
目
線
で
の

施
策
展
開
な
ど
、
女
性
が
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
議
論
を
深
め
て
い

ま
す
が
、
女
性
の
さ
ら
な
る
社
会
進
出
の

た
め
に
は
、
家
庭
や
職
場
な
ど
の
理
解
と

協
力
、
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、
女
性

が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で

　川
西
町
女
性
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な
現

状
を
踏
ま
え
、
町
内
の
女
性
が
日
ご
ろ
抱

え
て
い
る
悩
み
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
し
て
の
想
い
な
ど
を
、
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
で
提
言
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
提

言
を
町
政
に
反
映
す
る
た
め
に
企
画
し
ま

し
た
。

　9
月
20
日
に
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
、

原
田
町
長
か
ら
15
名
の
女
性
議
員
の
方
々

に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　そ
れ
以
降
、
女
性
議
員
の
方
々
は
、
約

２
か
月
間
、「
ひ
と
づ
く
り
」・「
ち
い
き

づ
く
り
」・「
し
ご
と
づ
く
り
」
の
３
つ
の

委
員
会
に
わ
か
れ
て
勉
強
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　そ
の
３
委
員
会
の
代
表
者
に
日
ご
ろ
町

に
抱
い
て
い
る
想
い
や
、
女
性
議
会
に
対

す
る
意
気
込
み
を
伺
い
ま
し
た
。

　11 月 22 日、川西町誕生 60周年記念事業のひとつ、川西町女性議会を開催します。
　15名の女性議員が３委員会に分かれて、それぞれの分野で女性が抱える悩みなどにつ
いて話し合ってきました。当日は、その内容について一般質問形式で行います。
　女性が日ごろ抱いている想いや願いとは。そして、町で現在策定している「第５次川西
町総合計画」の主要プロジェクトのひとつ「女性にやさしいまちづくり」の実現にむけて
必要なことは何か、みなさんも考えてみませんか。

女性議員数 54人

議員定数 533 人

割合 10.1%

▲県内市町村の議員定
数に占める女性議員の
割合（H27.10.16 現在 )

▲２２日は、演壇に登壇して一般質問
を述べていただきます
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日
※ 12 月～ 3 月平日の閉館時間が変わります。

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『アイヌの世界を旅する』　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　北原次郎太監修　平凡社刊

●１２月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

『うそだあ！』サトシン　作　山村浩二　絵　文渓堂　刊

　アイヌ民族を日本の「先住民族」と認め
て７年。この本には、基本的なアイヌ文化
の様子が記載され、図や写真を多用した
ムック本の形態をとって読みやすくなって
います。
　また、探検家イザベラ・バードが「アイヌ」
を訪れた際、自然の美しさ、友好的な人々
の様子を『日本奥地紀行』の中で記してい
ることも紹介されています。

　「うそだあ！」といわずにはいられな
い、ありえないお話が次々と起きます。
バナナがチョコバナナになって、蛇口か
らジュースが出てきて、ジュースを飲ん
だらお腹がふくれて…。
　うそみたいな、でもあったら楽しいお
話をぜひ読んでみてください。

●遅筆堂文庫読書会
　１２月１３日（日）午後 2時～　

●おはなし会
　１２月１２日㈯ 1１：００～
おはなし会きらきらさんの読み聞かせでお楽しみください

●古本市
　読み終えた本をご提供いただき、欲しい方に無料
で利用していただく市です。（本は随時受け付け）
１２月１２日㈯・１３日㈰図書館開館時間帯

【期 日】12 月 23 日（水・祝）　
午後４時００分開場、４時３０分開演

【会 場】フレンドリープラザ ･ ロビー
【料 金】一　　 　 般　2,500 円
　　　  PLA's 会　員　2,000 円
　　　  25 歳未満　 　1,000 円
　　　 高校生以下　　 無料

12/6 ㈰　置賜おやこクリスマスフェスタ　

絵サトシンさんと一緒に♪　　　　　
本＆おてて絵本読みまショー

開演：午前 10 時 30 分（全席自由）
料金：大人（中学生以上） ４００円
　　　こども（5 歳以上） １００円

12/23（水・祝） フレンドリークラシック２０１５ クリスマスに贈る雪の中のクロイツェルソナタ

ん（ＮＨＫ・ＴＶ「ひるはぴ」にレギュラー出演
中）と、川西町「ふるさと交流大使」でフレンド
リークリニック主宰のピアニスト、松川儒さん。
　演奏曲は、ベートーヴェン作曲ヴァイオリンソ
ナタ第 9番「クロイツェル・ソナタ」ほかです。

神谷未穂＆松川儒デュオリサイタル

●今月のおすすめ本コーナー
☆クリスマスの本☆

魔親子参加型！　こどもオペラ♪　　　
法の笛　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　開演：午後２時（全席自由）
　　　　　　料金：大人　１，５００円
　　　　　　　こども　５００円（4 歳～小学生）

　　　　　　　親子  １，８００円
　　　　　　　　 　　　　　　　　  （大人１人と子ども１人）

※「魔法の笛」チケットで「絵本＆おてて絵本よみまショー」にもはいれます。

　ワークショップ 
　　　　　　　午前 10 時～午後 4 時
　♪ちぎって、はって、紙で遊ぼう！
　♪ワイヤーとモールで
　　　クリスマスオーナメントを
　　　　　　　　　　　　つくろう !

ロビーのイベントも
　　　　　　　盛りだくさん！
　おはなしレストラン　
　　　　　　　午前 11 時～午後 4 時

　クリスマス絵本や物語を
　　　　　　　読んでみよう！

　聖なるクリスマスにお贈りするバイオリンとピアノのデュオリサイタル。
　出演は、仙台フィルハーモニー管弦楽団コンサートマスター・ヴァイオリン奏者の神谷未穂さ

ホールのイベント

『
山
形
県
図
書
館
大
賞
』
受
賞
本
、
11
月
29
日
㈰
ま
で
展
示
中

　恋人、 家族、 友人と素敵な音に包まれた夜を…
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ひ
と
づ
く
り
委
員
会

　ひ
と
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
結
婚
子
育

て
分
野
、
学
校
教
育
分
野
、
社
会
教
育
分

野
、
福
祉
分
野
で
、
常
日
頃
感
じ
て
い
る

課
題
に
対
し
て
、
活
発
に
意
見
を
出
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　委
員
長
で
あ
る
竹
田
恵
子
さ
ん
は
、「
女

性
議
会
で
の
勉
強
会
を
通
し
て
、
普
段
は

出
会
う
こ
と
の
な
い
、
自
分
と
違
っ
た
地

区
に
住
ん
で
い
る
人
や
、
自
分
と
違
っ
た

年
代
の
人
と
い
ろ
ん
な
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
発
見
で

き
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。　ひ

と
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
若
い
人
ほ

ど
住
み
や
す
い
場
所
を
求
め
て
、
町
外
へ

転
出
し
て
い
る
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
て
、

『
こ
れ
か
ら
の
川
西
町
を
盛
り
上
げ
て
い

く
若
い
人
が
暮
ら
し
や
す
い
町
に
』
と
い

う
視
点
を
大
事
に
し
な
が
ら
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　委
員
会
で
は
そ
の
視
点
の
ほ
か
、
若
者

同
士
の
交
流
や
、
若
者
が
結
婚
し
、
こ
の

町
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と

や
、
子
育
て
世
代
の
女
性
が
抱
え
る
悩
み

な
ど
、
子
育
て
世
代
の
方
や
、
子
育
て
を

経
験
し
た
方
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い

く
若
者
が
、
ま
さ
に
今
抱
え
て
い
る
悩
み

を
「
お
茶
飲
み
話
」
の
よ
う
に
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
も
、
み
ん
な
で
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
一
般
質

問
を
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。

　竹
田
さ
ん
は
、
22
日
の
女
性
議
会
本
番

に
つ
い
て
「
今
ま
で
議
会
は
遠
い
存
在
の

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
今
回
自
分
た
ち
が

議
員
と
な
る
以
上
、
議
会
の
ル
ー
ル
を
守

り
な
が
ら
、
み
ん
な
が
出
し
て
く
れ
た
意

見
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
、
意
気
込
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

お茶飲み話から

　課題がみえてきた

ひとづくり委員長　
　　　　　竹田　恵子さん（小松）

▲ひとづくり委員会名簿

氏　　名 地　　区
１ 藤本　亜希　さん 玉庭

２ 竹田　恵子　さん 小松

３ 江袋　淳子　さん 犬川

４ 佐藤美由紀　さん 東沢

５ 髙橋　亜紀　さん 小松

▲町議場。22日はこちらで女性議会を行います

▲ひとづくり委員会の様子。議場では緊張した雰囲気でした
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２０１５年１１月１５日

そのまま飲んでも、料理に使っても！
手作り豆乳

✿ 材料＜出来上がり約５００ml 分＞
○乾燥大豆　　 　
○水
○差し水　　　　
　　    　　　 
✿ 作り方
①　洗った大豆を水に浸し、一晩おく。
②　大豆と浸した水をミキサーにかけ、細かく刻む。
③　鍋にうつし、中火から弱火で焦げ付かないよう
　　に加熱する。途中、吹きこぼれそうになったら、
　　数回にわけて差し水をする。
④　１０分ほど煮つめたら、清潔な布巾でこす。
　　（布巾に残ったものが『おから』です♪）

食育
推進

　収穫の時期を迎え、自然の恵みを感じる季節となり
ました。普段何気なく食べている物は、豊かな自然や
多くの人の手によって育まれ、食卓に並んでいます。「い
ただきます」や「ごちそうさま」にそれらへの感謝の
気持ちも込めて、おいしくいただきましょう。

こめられた
　作った人の
　　おもいやり

Interviewer

舩山　陽
ようへい

平さん
　　　（小松）
　　　　　　

▼これまでの歩み：実家が農家ということもあり、こ
どもの頃から田んぼが好きだったという陽平さん。
　本格的な就農者ではありませんが、農作業の手伝い
を精力的に行っています。

▼農業に従事するきっかけ：陽平さんが、農作業に携
わるようになったのは今から約 5 年ほど前で、現在は
特に稲作部門について、家族や地域の先輩方に教わり
ながら、さまざまな作業に携わっていくようにしてい
ます。
　初めはやらされている意識が強く、なかなか一生懸
命とはいかなかったようですが、できることも増え、
地域の先輩方にも教えてもらっているうちに、いつの
間にか自分から進んで作業をするようになっている。
と教えてくださいました。

▼農業の面白さ、難しさ：陽平さんは、農作業をしな
がらふと周りを見渡すことが多いそうです。その理由
は、「広大な田んぼの中で、自分一人だけがぽつんと
いる。その自然の雰囲気がすごく好き」だからだそう
です。
　もともと農業自体が嫌いなわけではないので、苦も
無く作業できているそうです。

▼青年部活動：陽平さんは、一般企業にお勤めされて
いることもあり、青年部活動にはなかなか参加できて
いないそうですが、農作業で困っている時や、地域行
事で顔を合わせたときに、優しく声をかけてくれる先
輩が大勢いて、本当に心強いと思っているそうです。

　また、将来的に農業に携わる時間をもっと増やして
いきたいと思っている陽平さんにとって、今のうちか
ら農業で頼れる先輩方と交流を持てるのは、今後にと
ってすごく助かると思うと話してくださいました。

▼最後に：陽平さんは、実際に農作業をしてみて「後
継者がいないからという理由で農家が減っていくのは
悲しい。もし、実家が農家で、勤めていながら農業を
することをためらっている、自分と同じ年代の若者が
いたら、とりあえず手伝いか
らでいいから農業をしてみて
ほしい。そうすれば、農業の
楽しさがわかるはず」と話し
てくださいました。
　現在ねぎの出荷の最盛期を迎えている舩山家。父に
教えてもらいながら作業をする様子を見ながら、こう
やって技術は引き継がれていくのだと感じました。大

◆ シ リ ー ズ ６  ～ 農 業 編 ～
明日へのバトン
みらい

まずはやってみること！

『紅大豆』を使え

ば、ほんのり桜色

に仕上がります♪

１５０ｇ
５００ｍｌ
２５０ｍｌ

大豆
　「畑のお肉」と呼ばれるように良質なたんぱく質を
　たくさん含みます。
　そのほかにもさまざまな栄養素を含みます。
　ビタミンＥ（抗酸化作用）・サポニン（動脈硬化の防止）
　食物繊維（コレステロールの低下）など。

　さらに、川西町の特産『紅大豆』は・・・
　大豆イソフラボン（骨粗しょう症予防）やＧＡＢＡ（高
　血圧予防）を普通の大豆よりも豊富に含みます。
　納豆にするとオルニチン（解毒作用）が含まれます。

この時期に収穫の
食材より
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　11月22日㈰、川西町女性議会を開催します。
　町長から委嘱状を受け取った15名の女性議員。それぞれが日頃抱え
ている悩みや、町への想いとは。
　当日は一般質問形式で、女性ならではの想いを述べていただきます。
女性だけでなく、男性も一緒に女性議会を傍聴してみませんか。
（→関連記事Ｐ2～5）
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